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関西ねじ協同組合は本年、１０周年を迎えることができました。節目となる嘉日を

迎えられたのは、田島祥一前理事長を含め歴代の役員、ならびに組合員・賛助会員の

皆さま、経済産業省や大阪府などの関係機関のご指導、ご支援によるものであり、深

く感謝申し上げます。 

加えて、関西ねじ協同組合は昭和初期からねじ産業を支えてきた５つの団体が統合

し創立された組合です。統合前のこれらの団体において業界発展に尽力された諸先輩

方の働きにも深甚なる感謝の意を表します。 

さて、関西ねじ協同組合が誕生してからは、イラク戦争、長野オリンピック、ライ

ブドア事件、郵政民営化、民主党政権誕生、東日本大震災と、まさに激動の１０年間

でありました。そして、中国は著しい経済成長を遂げ、日本を抜き世界第２位の GDP

を誇っています。我々製造業を取り巻く経営環境も年々厳しさを増しております。国

境を超えた価格競争は激しくなり、アジア諸国の製造技術は日進月歩で進化していま

す。以前にもましてグローバルな視点で経営判断をする重要性が高まっています。 

このような中、関西ねじ協同組合は、創立当初から厚生労働省管轄「人材確保推進

事業」に３年間取り組みました。この事業では人材確保検討委員会を新設し、数多く

の研究会、講習会、研修会を実施しました。その後、４年連続して大阪府管轄「地場

産業総合活性化補助事業」に取り組みました。この補助金事業を活用した研究開発委

員会では、「ねじの腐食寿命予測と試験方法の検討」をテーマに研究を続け、平成２２

年３月には特許登録の成果を残しました。また、ねじ製造の技能検定制度構築が目標

である「資格制度研究会（後に委員会へ昇格）」が、平成２１年度に全国中小企業団体

中央会管轄「中小企業活路開拓調査・実現化事業」を活用し、技能検定学科試験用テ

キスト素案を取りまとめることができました。また、他団体との協力し JIS改正原案

作成にも大きく貢献することもできました。このように、創立以来の１０年間は、統

合したスケールメリットを活かした大きな業界テーマに取り組み、成果を残すことが

できました。 

本記念誌がこれら１０年間の歩みから教訓を学び、現在の歩みを律し、業界の輝か

しい将来へと導くものとなれば幸いです。この１０周年にあたり、諸先輩方が残され

た働きに負けぬよう、今後も関西の締結業界発展のため寄与してまいりたいと決意し

ております。 

最後になりますが、今後とも皆さまからの一層のご指導、ご支援、ご協力をお願い

申しあげます。 
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関西ねじ協同組合 初代理事長 田島祥一  
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関西ねじ協同組合は２００４（平成１４年）年の創立以来、１０年の月日をかさねるこ

とが出来ました。関係各位のご支援の下、今日を順調に迎えられましたことに、組合の皆

様方の多くの努力の賜物と深く感謝申しあげます。 

ここで設立の経緯について少々振り返りますと、平成１３年に数度の５団体統合の準備

会が開かれた後、１２月２６日に各団体の理事長や委員が集合しての第１回統合特別委員

会が開催されました。 この開催に至る事ができましたのは、今回の大合併の口火を切ら

れた（社）日本ねじ工業協会（元）副会長の北井正次さん、常に側面よりご支援いただい

た副会長の嶋田亘さん、そして各団体の理事長各位の業界発展への強い思いがあったこと

を申し述べねばなりません。 

この特別委員会におきまして、委員長として私が推進役を仰せつかり、①合併に伴う法

的、財務的手続の検討 ②新団体の事業計画の策定を協議することなどを決定いたしまし

た。 又、新組合の名称の決定や、次年度の５月に各団体が個別に合併に向けての総会決

議を行い、平成１４年１０月１日に新団体発足を実現するという合併のスケジュ－ルを決

定しました。 

その後、この委員会は合併準備委員会として４回開催され、前述の諸手続や合併契約書

の調印等をクリアーの後、新組合の理事予定者を決定してその役割を終了し、新組合の役

員予定者会議にバトンを引き継ぎました。 この会議では、新組合の定款、会費、事業計

画等々、及び創立総会の準備を協議したのですが、各団体に亘る多くのことが時間の切迫

する中で錯綜し、関係者各位には大変なご努力を頂いたことを記憶しております。 

創立大会は、当時話題が沸騰しておりました「ＮＨＫ･プロジェクトＸ」のチーフプロ

デューサーの今井彰氏による「これが日本人の底力だ」を記念講演とし、２００名を超え

る業界参加者が新組合の誕生を祝福し、関西のねじ業界に大いなる元気をもたらしたと話

題になりました。 

新組合は、初年度から研究開発事業や経営革新事業等７つの事業を展開し、それらの事

業の成果は、今日に（社）日本ねじ工業協会の主要事業として実施されている「職能基準・

資格検定制度」のベースを提供したことや、技術開発事業の「耐食性研究」は学会等で一

定の評価を得るまでに成長しており、数々の事業成果は合併による組合活動の活性化と有

効性を裏付けるものになっていると思います。 

さて、関西ねじ協同組合設立から１０年を経過した現在の経済環境は、過去と比較がで

きないほどに凄まじい変化があり、大変厳しい状況になっております。いうまでもなく、

円高や高い法人税等々に加え、電力不足問題を加えた所謂「６重苦」が我々「もの作り業

界」を圧迫し、大変困難な環境になっています。 

創立（合併）の精神もまさに「困難からの脱却」であったわけで、今がこのような状況

であるからこそ、当組合の重要性がいよいよ高くなるはずです。 どうか組合指導者の皆

さん、組合員の皆さん、関西ねじ協同組合を中心に一致団結し、素晴らしい関西のねじ業

界が発展・継続できるよう、心を新たに取組まれますように期待いたします。 



祝 辞 
社団法人日本ねじ工業協会 会長 竹中弘忠 
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関西ねじ協同組合が創立１０周年を迎えられましたことを、心からお祝い申し上げます。 

 

貴組合は、関西ねじ産業の更なる発展と、世界の経済環境の変化に機動的かつ有効な対

応策の推進を図るべく、平成１４年１０月に在阪５組合(西部製線鋲螺工業協同組合、大

阪鋲螺工業協同組合、近畿精密ネジ工業協同組合、日本ナット工業組合と大阪磨ナット工

業協同組合)が統合され設立、現在、２００社の組合員を擁する関西を代表するねじ協同

組合に統一、拡大されました。 

私は、当時、大阪鋲螺工業協同組合の理事長として統合に携わってまいりました。 

リーマンショック、円高、デフレ経済、東日本大震災などの危機を乗り越え、今日、１

０周年を迎えられましたことは誠に喜ばしく、感無量でございます。 

これもひとえに、歴代理事長、役員はじめ設立当初から組合を支えてこられた組合員の

皆様の熱意と日々の努力の賜と衷心より敬意を表する次第です。 

 

組合活動(事業)も活発に行っており、８委員会（研究開発、人材育成、海外情報、福利

厚生、会員交流、広報、総務、ＩＴ）、７分科会（賛助会員、Ｋ－２、ドリルねじ、ボル

ト、ナット、小ねじ・タッピング、座金）等を設置されて組合事業を活発に展開されてお

られます。 

特に、研究開発委員会では、独立行政法人雇用能力開発機構より３年間補助金の交付を

受け「ねじの腐食寿命予測と試験方法の検討」について研究を重ね、「ねじ寿命と相関関

係の深い新たな試験方法」に関して特許を取得され大きな成果をあげられました。 

また、資格制度研究会を設け、ねじ従業員の技能・技術レベルの向上を図るべく、「ね

じ技能の資格検定制度」に関して検討を進めてまいりました。 

現在は、社団法人日本ねじ工業協会資格委員会が業務を引き継ぎ、ねじ製造関連技術・

技能に係る「国家検定」の創設を目指して、鋭意取り組んでおります。 

「国家検定」実現のために貴組合のご支援、ご協力をお願い申し上げます。 

更に、ＩＴによる広報活動の強化、人材開発、海外市場調査、新卒者採用に関し在阪大

学の就職課との連携推進など種々の事業を積極的に推進されており、関西のねじ産業の発

展、振興に貢献されてこられました。 

 

わが国経済は依然としてデフレ経済を脱却できず、加えて、欧米、中国等の新興国の景

気停滞、海外製品との競合激化、需要産業の海外進出に伴う空洞化問題、原材料高等々ね

じ業界を取り巻く環境は非常に厳しい状況でございます。しかし、ご高尚のとおり、ねじ

は「産業の塩」と言われており、世界各国の機械工業、住宅・建築、生活用品等々の重要

かつ不可欠な締結部品であり、これら産業の発展・品質向上並びに世界の人々の安全で快

適な日常生活を影で支えております。 

 

ねじの需要は世界のいたるところにございます。経済がグローバル化した現在、厳しい

国際競争に打ち勝つためにも、ねじへの造詣を深め、先見性、洞察力そしてタフな交渉能

力を養い、世界で通用する人材の育成に努めるべきではないか思う次第です。 

大阪はねじ産業の一大集積地でございます。大阪を拠点に活動されておられる貴組合が 

これからも大阪・関西から世界にさまざまな情報を発信され関西のねじ業界および日本

のねじ業界のなお一層の発展のため、さらなるご活躍を心から願ってやみません。 

 

貴組合が１０周年を将来への更なる飛躍の機会にされるとともに組合員各位のますます

ご発展を祈念いたしまして、私の挨拶といたします。 
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関西ねじ協同組合 

 

創 立 １ ０ 周 年 記 念 式 典 
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日時：平成２５年１月１７日 

場所：シティプラザ大阪 旬の間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第１章 記念式典 

第１部 記念講演 講師：桂米團治 『国際人って何？』 
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講演に熱の入る講師の米團治さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 講師：桂米團治さん Profile ～ 

本名：中川 明（なかがわあきら） 

生年月日：昭和３３年１２月２０日 

出身地：大阪府大阪市 

【一言コメント】 

上方の華やぎを大切に、落語の更なる繁 

 栄を願って、今日も落語に邁進します！！ 

演台上に正座して落語の一部を披

露された桂米團治さん♪ 

（写真上） 

～講演に聞き入る参加者の方々～ 
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第２部 祝 宴  
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～司会進行を務める副理事長 北井啓之 氏～ 

～式典受付のようす～ 

～２４０名を越える参加者の方々～ 
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～乾杯の発生をする北井相談役と参加者～ 

～社団法人日本ねじ工業協会竹中弘忠会長からご祝辞～ ～黄綬褒章受章の御祝：土沢健一氏（㈱ナツハラ）～ 

～近畿経済産業局 細川氏から祝辞～ ～挨拶する理事長の箕村理氏～ 
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~ 11 ~ 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～祝宴に華を添えたフラメンコショー～ 

記念式典では市川恵子フラメンコスクー

ルの皆さんが素晴らしいショーをご披露

下さいました。 

 

 

～閉会の挨拶をする副理事長の中江良一氏～ 

～米朝締めで祝宴を終える参加者の皆さん～ 



運営委員のご紹介 
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式典担当の運営委員            10周年記念誌の編集委員 

 

 

 

 

 

～～お茶目な米團治さんと運営委員～～ 

西副理事長・中江副理事長・北井副理事長 

理事長 箕村理・桂米團治さん・池田裕之専務理事 

～『１０年のあゆみ』編集委員～～ 

今井敏雄理事・久保清一理事・池田裕之専務理事 

 

～～桂米團治さんのブログ紹介～～ 

 
1月 17日(木)は「関西ねじ協同組合」発足 10周年記念の新春懇親会の講師として招かれ、

『国際人って何？』という演題でお話しをさせていただきました。 

私は“ねじ”に関しては全然知識がなかったので、事前に辞書で下調べをしました。 

それによると、語源としてはギリシャ語で「かたつむりの殻」を意味する Cochleaが、 

ラテン語の「ねじ」になったとか。また、ビスに関してはラテン語で「ぶどうの蔓」を意

味する Vitisが、フランス語で Visとなり、「ビス」と呼ばれるようになったそうです。 

 

日本でのねじ産業の歴史は明治以降だそうですが、今回、理事長の箕村理さんにお話しを

聞くにつれ、日本のねじ精度の高さは群を抜いているんだなぁと感心しました。 

ただ、先般の中央自動車道の笹子トンネルの天井崩落事故に関しては、「すぐに我々ねじ

業界が槍玉に上げられてしまいますが、あれは設置方法と点検補修の仕方に問題があるん

です」と仰っていました。 

考えてみると、トンネルに吊られている大きなジェット送風機も“ねじ”で留められてい

るんですからね。青函トンネルも明石海峡大橋も“ねじ”が無ければ完成しない！ 「ア

ンカー」と呼ばれる“ねじの土台”の付け方がいかに大切かということを教えていただき

ました。 小さな小さな“ねじ”からとてつもない大きなものを造り上げる…。 

 

ふと、落語にも似ているなと思いました(^ー^) 我々も扇子と手拭いだけでとてつもない

大きな世界を作り上げますからね(^_^ゞ 

製造業の根幹をなす“ねじ業界”の皆さん、これからもがんばって下さいね☆☆☆ 
 

ウチのモモにも“ねじり鉢巻き”をさせました(^0_0^) 

 

http://www.yonedanji.jp/yd/wp-content/uploads/2013/01/2c0a24044685767d81c92a05ca6facc4.jpg
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◆設立に至るまで 

関西ねじ協同組合は、平成 14年 10月、関西のねじ製造団体５組合（西部製線鋲螺工

業協同組合・大阪鋲螺工業組合・近畿精密ネジ工業協同組合・日本ナット工業組合・

大阪磨ナット工業協同組合）は、ねじ業界の発展、競合国との競争並びに日本の経済

情勢等に鑑み、五組合が合併し事業を効率的に進める事で効果的な活動の充実に繋が

る旨結論に達し、組合員 140社、賛助会員 47社の規模でスタートいたしました。 関

西における我がねじ業界の歴史を鑑みるとき、それぞれが実に立派に、営々と５０数

年の歴史を刻んでこられました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆5組合合併の営み  

平成 14年 3月 27日 合併の基本協定書 締結 

西部製線鋲螺工業協同   (組合員数 72社)  

大阪鋲螺工業協同組合   (組合員数 24社) 

近畿精密ネジ工業協同組合 (組合員数 32社) 

日本ナット工業協同組合  (組合員数 31社) 

大阪磨ナット工業協同組合 (組合員数 18社) 

 

 

～ 設立総会に臨む役員一同 ～ 
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平成１１年１月

②大阪鋲螺工業

協同組合

④日本ナット

工業組合

⑥兵庫県鋲螺釘工

業協同組合

◆関西ねじ協同組合設立までの流れ

この会議の盛況振りがきっかけとなり、組合統合へ向け始動した。

協調路線の確立とねじ製造業全体の活性化を課題として関西の６団体で構成された「関西

ねじ活性化会議」が開催された。

①西部製線鋲螺工

業協同組合

⑤大阪磨ナット工業

協同組合

③近畿精密ネジ工

業協同組合

平成13年12月 合併準備委員会設立（５団体）

①西部製線鋲螺

工業協同組合

④日本ナット

工業組合
③近畿精密ネジ工

業協同組合

②大阪鋲螺工

業協同組合

関西ねじ活性化会議の開催（６団体協賛）

平成14年3月

平成14年11月

合併基本協定書を締結（５団体）

合併に賛同する①～⑤の５団体へ向け、具体的な取り

決めと、各団体理事会における承認などを取り付ける。

西部製線鋲螺工業

協同組合（合併認可）

まず、２団体が合併し、

西部製線鋲螺工業協同組合となった。

平成14年11月 関西ねじ協同組合の誕生（名称変更認可）

西部製線鋲螺工業協同組合は関西ねじ協

同組合へと名称変更した。

設立総会と同時に③と④の２団体は

解散手続きをとり、両組合の組合員が
関西ねじ(協)に合流した。
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２００２年（平成１４年） 

 

この年、わが業界では関西におけるねじ関連の５団体（大阪鋲螺工業協同組合・近畿精密工

業協同組合・西部製線鋲螺工業協同組合・日本ナット工業協同組合・大阪磨ナット工業協同

組合）が統廃合し、平成１４年１０月１日『関西ねじ協同組合』設立総会を経て、初代理事

長田島祥一氏を長に新生団体がスタートしました。 前身の５団体から選りすぐりのリーダ

ーが組織中枢を固め『改革と発展』をスローガンに研究開発・広報・福利厚生・経営革新・

総務・海外情報・交流促進の７委員会が設置されました。 これら各委員会の活動は、次年

度から本格始動する下地作りとして、会合を中心に活発な取組みがなされました。組合活動

の概要は以下の通りです。 

 

＊平成１４年１０月１日設立総会・記念講演会 

「思いはかなう。これが日本人の底力だ」 

講師 NHK チーフプロデューサー今井彰氏 

＊研究開発委員会 [委員長 豊田正喜] 

①技術者の募集 ②研究テーマの選定  

③研究テーマごとのグループ会合を実施 

＊海外情報委員会 [委員長 池田裕之] 

海外産業の情報収集を目的として委員会を発足、 

第一回会合を実施 

＊交流促進委員会 [委員長 木本寿夫] 

会員間の交流を促す目的で委員会を発足、第一回 

会合を実施 

＊広報委員会 [委員長 中谷格] 

組合の情報発信を目的として委員会を発足、年三 

回の会合を実施し機関紙『結・創刊号』を発刊 

 

 

 

 

 

＊福利厚生委員会 [委員長 久保清一] 

会員企業従業員を対象に福利厚生の充実を図

る目的で委員会を発足、年二回の会合を実施 

第一回親睦ボウリング大会を実施 

参加者：５１チーム １５３名 

優 勝：丸エム製作所 A チーム 

＊経営革新委員会 [委員長 北井啓之] 

「IT＆人材育成」を目的に委員会を発足、２

班での活動を開始。年３回の会合を実施。 

IT 講演会の実施 

「NC ネットワークの創業逸話」 

「インターネットを活用した経営革新の方向性」 

講師：NC ネットワーク代表取締役内村康雄氏 

＊総務委員会 [委員長 勝亦良彰] 

年２回の理事会の実施 

 

＊会員数：正会員１３８社 賛助会員４７社 

 

世 界 と 日 本 

主 な 出 来 事 

1/1ユーロ流通開始 1/29ブッシュ大統領悪の枢軸発言  2/8ソルトレイ

クシテイ冬季オリンピック 4/1ゆとり教育（学校５日制）の開始  

5/28経団連と日経連が統合し日本経団連が発足 7/9ＡＵ（アフリカ連合）

発足 9/17小泉首相が北朝鮮を訪問・同国は拉致問題を認める  

日 本 全 体 と 

ねじ業界の概況 

日本の国内総生産：４７７兆９１４９億円  

経済成長率（対前年比）１．１%成長 日本の完全失業率：年平均５．４％ 

ねじ生産重量 ２５３万トン（対前年比１０１.０％） 

ねじ生産金額 ６，２９２億円（対前年比１００．０％） 

年 の 漢 字 ： 帰 拉致被害者が帰る・景気回復で帰る・歌謡曲リバイバルヒットで昔に帰る 
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２００３年（平成１５年） 

 

平成１５年度は自動車、工作機械、デジタル家電、IT 関連の業界から景気回復はじまり、円

高基調にもかかわらず輸出はアジア、中国を中心に大幅な成長を遂げました。 ねじ業界で

は生産量、生産金額は増加となりましたが、数次に亘る材料価格の引上げが行われ、業界が

結束して対処すべき重要な問題となりました。 このような世情に対し、当組合では既存７

委員会に加え雇用管理全般を改善する『人材確保推進事業』を厚生労働省の助成金採択を受

け３カ年計画５委員会の構成で開始しました。 さらに会員啓発プロジェクトを新設、組合

員全員が事業へ参加することで業界の結束意識を高め、体質強化を図る啓蒙活動として実施

しました。主な組合活動は以下の通りです。 

 

＊研究開発委員会 

①難加工材グループ [グループ長 粉室各伸] 

難加工に関する講演等の実施  

「ステンレス・チタン材の圧造・切削加工上の

特性に付いて」講師 大同特殊鋼㈱ 長島友孝氏 

工場見学会の実施 

見学先：旭サナック㈱・㈱三明製作所 

②表面処理グループ [グループ長 北井敬人] 

湿潤繰返試験・塩水噴霧促進試験・屋外暴露試

験の実施とデータ収集 

③環境問題グループ [グループ長 矢島隆] 

ISO に関する講演会の実施 

「ISO14001 の規格概要と最近の動向」日本品

質保証機構 佐藤幸広氏 ほか 

＊人材確保検討委員会 

①第一委員会 [委員長 松元収] 

人事制度の講演会及びアンケート調査の実施 

「今なぜ人事改革なのか」 

講師 日本総合研究所 河崎英二氏ほか 

 

②第二委員会 [委員長 夏原和哉] 

IT 研修会の実施「パソコンの基礎・Excel 初級・

HP 基本作成・Excel 上級」など 

③第三委員会 [委員長 箕村理] 

大卒採用支援と企業プレゼンの講座開催など 

④第四委員会 [委員長 平田政弘] 

経営者セミナーの実施 

「心の夜明け・激動時代のリーダーの条件」 

日本メンタルヘルス協会 衛藤信之 氏 ほか 

⑤第五委員会 [委員長 矢野佳彦] 

３S 活動モデル㈱山田製作所の見学会実施 

＊福利厚生委員会 

日帰りグルメツアーの実施 

天橋立温泉ホテル北野屋 １４９名（バス３台） 

＊会員交流委員会 

泉が丘カントリークラブ/ザ・パークヒルズゴ 

ルフクラブ コンペ２回開催 

 

＊会員数：正会員１３７社 賛助会員４６社

世 界 と 日 本 

主 な 出 来 事 

1/29朝青竜モンゴル人初の横綱昇進 2/24北朝鮮が日本海にミサイル発射 

3/3大和とあさひが合併りそな銀行誕生 3/19イラク戦争開戦 5/9小惑星

探査機はやぶさ打上 8/25住民基本台帳ネットワークシステム開始  

9/26十勝沖地震 10/1東海道新幹線『品川駅』開業  

日 本 全 体 と 

ねじ業界の概況 

日本の国内総生産：４８５兆９６８３億円 

経済成長率（対前年比）１．０２%成長 日本の完全失業率：年平均５．２％ 

ねじ生産重量 ２６１万トン（対前年比１０２．９％） 

ねじ生産金額 ６，４７９億円（対前年比１０３.０％） 

年の漢字：虎 タイガースのリーグ優勝・虎の尾をふむイラク派遣問題 
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２００４年（平成１６年） 

 

平成１６年、国内経済の回復傾向はその成長をやや緩やかにし、９月に入り原油先物相場で

１バーレル５０ドルを超える高値を記録、市場価格が国民生活にダイレクトな影響を与える

一年となりました。 球界ではソフトバンクホークスや楽天イーグルスが誕生し、年末には

ゲーム産業からニンテンドウ DS、プレイステーションポータブルなどの発売に湧き、IT 産

業が日本経済の機軸として一端を担うようになりました。 当組合では新たに賛助会員で構

成する『賛助会分科会』、未来を担う二世会『K-2』が誕生し組合活動を更に活気付けるもの

となり、同年の年間活動日数は１１０日を越え、３日に１度は何らかの事業が行われるとい

う盛況を博しました。組合の活動概要は以下の通りです。          

 

＊研究開発委員会 

研究テーマの継続実施と成果報告会の開催 

「ISO 共同構築の取組みまでの歩み」 

金剛鋲螺㈱横山邦夫氏、表面処理 Gｒ：北井氏、 

難加工材 Gr：粉室氏らが報告実施 

マグネシウム合金に関する講演会の実施 

「Mｇ合金の特性と冷間加工用 MgLi 合金開発」 

講師 大阪府立大学 辻川正人助教授 

その他難加工材・表面処理・環境問題の活動詳 

細は｢委員会の歴史｣でもご確認下さい。 

＊海外情報委員会 

米国国際ファスナーショウへ視察団派遣の実施 

USA：ラスベガスパリスホテル 

セミナー「ファスナー品質保証」「中国の衝撃」 

＊福利厚生委員会 

親睦ボウリング大会の実施 

場所：ロードボウル 参加：５２チーム１５６名 

日帰りグルメツアーの実施 

長島温泉「ホテル花水木」１３０名（バス３台） 

 

＊会員交流委員会 

太子カントリークラブ / 花吉野カンツリー倶

楽部でコンペ開催 

＊広報委員会 

機関紙「結」５号・６号・７号の発行 

＊総務委員会 

年６回の理事会の開催、総会（ヒルトンホテル）

及び新年互礼会（スイスホテル南海）を開催 

＊人材確保検討委員会 

①第一委員会：人事評価制度の研究及びアンケ

ートを実施し報告書を作成・配布。 

②第二委員会：教育訓練の PC 教室・Excel 教

室・研修会等を実施。 

③第三委員会：採用活動に関する講座の開催及

び近隣大学就職説明会等へ参画を実施 

④第四委員会：経営者セミナー等の実施 

「部下の心を揺さぶる行動させるリーダーとは」 

講師 ㈱カワイプロ河合登代子氏ほか 

＊会員数：正会員１３０社 賛助会員４９社 

世 界 と 日 本 

主 な 出 来 事 

1/12山口から鳥インフルエンザの発生 4月政治家の年金未納問題が相次ぐ 

8/13アテネ五輪開幕 8/13沖縄国際大学に米軍ヘリ墜落 10/23新潟県中

越地震発生 11/1日本の新紙幣発行 11/2東北楽天イーグルスの誕生 

12/26スマトラ島沖地震 M9.3発生 

日 本 全 体 と 

ねじ業界の概況 

日本の国内総生産：４９７兆４４０７億円 

経済成長率（対前年比）１．０２%成長 日本の完全失業率：年平均４．７％ 

ねじ生産重量 ２８２万トン（対前年比１０８．２％） 

ねじ生産金額 ７，０２３億円（対前年比１０８.４％） 

年の漢字：災 台風・地震・豪雨・猛暑を経験・イラク人質殺害など 
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２００５年（平成１７年） 

 

平成１７年、日本国内は好景気が本格的に推移され、ねじ業界もその波及により実質成長の

年となりました。また、数次に亘る原材料価格の値上げに対し製品への価格転嫁が容認され

るなど大きな成果を齎した年と言えます。 当組合では、平成１４年に開始した研究開発委

員会表面処理 GR の研究テーマ「金属腐食の加速試験方法及びその方法による腐食寿命予測

方法」（※後の FCK 法）が特許申請するに至り、さらに、厚生労働省助成金の採択を受け業

界人事制度の確立に取組んだ人材確保推進事業は３年間の纏めとして成果報告を発刊しまし

た。これは同省交流大会において大阪代表として認められ等組合の活動が活発顕著である証

となりました。組合の活動概要は以下の通りです。 

 

＊研究開発委員会 

①難加工材：超鉄鋼関する講演会及び技術講 

座の開催「超鉄鋼の優れた強度・成形性バラン 

スと応用」講師 物質材料研究機構 鳥塚史郎氏 

②表面処理：屋外暴露試験と加速の寿命相関 

図作成に取組み、同件を特許出願 

③環境問題：ISO１４００１に関する講習会等 

の実施 「廃棄物とコストを削減する”グリー 

ン購入”」講師 グリーン購入ネットワーク 深 

津学治氏ほか 

＊海外情報委員会 

ベトナムへ視察団派遣（２６名）を実施 

ベトナム国際工業展・タカコベトナム・㈱ダイ 

ロックハノイ工場ほか視察 

＊福利厚生委員会 

親睦ボウリング大会の実施 

場所：ロードボウル 参加：５２チーム１５６名 

日帰りグルメツアーの開催 

奥伊根温泉「油屋」１３５名（バス３台） 

 

＊会員交流委員会 

太平洋クラブ六甲コース / 秋津原ゴルフクラ

ブでコンペを開催 

＊広報委員会 

機関紙「結」８号・９号・１０号の発行 

＊総務委員会 

年６回の理事会、総会（ホテル日航大阪）を開

催、新年互礼会を大阪鋲螺卸商（協）と共同開

催（ヴィアーレ大阪） 

＊人材確保検討委員会 

中小企業人材確保推進事業報告書（全６６P）

の作成と配布、横浜国際平和会議場の交流大会

で大阪代表として事例発表を行う。 

第一から第五委員会では人事制度、教育訓練、

大卒採用支援などの研究、人事に関する経営者

向けセミナーなど実施 

「考え方がその人の人生を決める」 

講師 クロデザインスタジオ 黒田クロ氏ほか 

＊会員数：正会員１２９社 賛助会員５１社 

世 界 と 日 本 

主 な 出 来 事 

2/16京都議定書の発効 2/28長野冬季オリンピック開幕 3/25愛知万博

（愛・地球博）が開幕 4/25JR福知山線脱線事故 7/26日本人飛行士野口

氏を乗せディスカバリー打上 8/26ハリケーン「カトリーナ」がフロリダで

猛威 

日 本 全 体 と 

ねじ業界の概況 

日本の国内総生産：５０３兆９２１０億円 

経済成長率（対前年比）１．０１%成長 日本の完全失業率：年平均４．４％ 

ねじ生産重量 ２９６万トン（対前年比１０４．９％） 

ねじ生産金額 ７，６５９億円（対前年比１０９.０％） 

年の漢字：愛 紀宮様ご成婚・愛地球博・各界で「愛ちゃん」活躍 
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２００６年（平成１８年） 

 

平成１８年、国内経済は円安による輸出産業の好業績が景気をけん引し、バブル経済以前の

景気拡大と産業界では５年連続の増加基調が報告されました。 国内情勢に目を向けると、

同年１月に発覚したライブドアの証券取引法違反での摘発、大手損害保険会社による保険金

不払い問題が発覚し世間を賑わせました。 当組合では、前年で終結した人材確保推進事業

の流れをうけ「人材開発委員会」を設置、引き続き IT 講習会や工場見学会、大卒採用の支援

事業として近隣大学と情報交換会など人材教育に貢献する活動を行いました。また、組合増

強のための会員開発プロジェクトを立ち上げ、正会員８社、賛助会員９社の新規加入者を迎

かえました。ほか活動概要は以下の通りです。 

 

＊研究開発委員会 [委員長 藤原廣二] 

①難加工材：定例会合及び潤滑処理に関する講 

演会の実施「材料の潤滑処理に関する講演」 

講師 総合技術研究所 小見山 忍氏 

②表面処理：定例会合の実施、日本ねじ研究協 

会発行機関紙に特許出願中の「建築用ねじの腐 

食寿命予測と試験方法」を寄稿 

③環境問題：ISO１４００１内部監査に関する 

講演会等の実施  

＊人材開発委員会 [委員長 中江良一] 

近隣大学との情報交換会の実施 

参加４１企業 １３大学 

管理者対象研修会の実施｢改善活動が本当の仕 

事｣ 講師 テクニカルサポート 仙田良二氏 

工場見学会｢鍋屋バイテック（岐阜県）｣を実施 

ほか IT 講習会、資格制度の検討など実施 

＊海外情報委員会 [委員長 西泰宏] 

チェコ・ドイツへ視察団派遣（１４名）実施 

自動車大手４社ほかフックス社など視察 

 

＊福利厚生委員会 [委員長 夏原和哉] 

親睦ボウリング大会の実施 

場所：ロードボウル参加：４９チーム１４７名 

日帰りグルメツアーの開催 

南淡路旅行旅館「うめ丸」１２９名（バス３台） 

＊会員交流委員会 [委員長 木村繁雄] 

聖丘カントリークラブ / 城陽カントリークラ

ブでコンペ開催 

＊広報委員会 [委員長 今井敏雄] 

機関紙｢結｣１１号・１２号発行 

＊総務委員会 [委員長 箕村理] 

理事会の定期開催、総会（ホテル日航大阪）と

新年互礼会（ホテルニューオータニ）の実施 

＊営業政策プロジェクト [委員長 池田栄治] 

大阪鋲螺卸商（協）と共催セミナーの実施 

「地球環境有害物質規制の最新情報」 

講師 日東精工㈱ 稲津巧巳氏 

後継者問題に関す講演会の開催  ほか 

＊会員数：正会員１３７社 賛助会員６０社 

世 界 と 日 本 

主 な 出 来 事 

1/23ライブドア堀江社長が証券取引法違反で逮捕 4/28拉致被害者家族が

米国ホワイトハウスで演説 6/9FIFAワールドカップドイツ大会開幕 9/19

タイ軍事クーデター勃発 9/20安倍晋三内閣発足 12/30サッダーム・フセ

イン元イラク大統領死刑執行 

日 本 全 体 と 

ねじ業界の概況 

日本の国内総生産：５１２兆４５１９億円 

経済成長率（対前年比）１．０２%成長 日本の完全失業率：年平均４．１％ 

ねじ生産重量 ３１２万トン（対前年比１０５．４％） 

ねじ生産金額 ８，３９８億円（対前年比１０８.６％） 

年の漢字：命 悠仁様ご誕生・いじめによる自殺、虐待、飲酒運転事故などが多発する 
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２００７年（平成１９年） 

 

平成１９年は前年の米国住宅バブル崩壊に伴うサブプライム住宅ローン問題が発した世界的

な金融不信・ドル安の加速が起こり、原油市場では価格高騰を起すなど景況落下の年となり

ました。 国内では建築物の耐震偽装事件が相次いで発覚し、これに伴う建築基準法の改定

から住宅着工件数が激減するなど、住宅業界やその周辺業界に大きな影響を与え、基幹産業

が国内外から打撃を受けた年でした。 ねじ業界においては安定成長が続いた景況は陰りを

残し、世界情勢を見据えた経営方針や対策が肝要とされました。 そのようななか、当組合

では研究事業が大阪府地場産業等活性化補助金の採択をうけ、益々大きなプロジェクトに展

開しています。そのほか組合事業の概要は以下の通りです。 

 

＊研究開発委員会 

①表面処理：定例会合の実施、（社）表面技術 

協会で腐食寿命予測と試験方法を発表、日本工 

業出版発行「建築設備と配管工事」へ研究内容 

を寄稿 

②環境問題：ISO１４００１環境内部監査員講 

習会を実施 講師 日産ネジ㈱ 川端氏 ほか 

＊人材開発委員会 

人材採用セミナーの開催「アルバイト・派遣 

中途新卒採用について」 

講師 リクルートキャリア 森山典子氏 

工場見学会「枚岡合金工具」の実施 

経営者向け講習会の実施「管理会計手法による 

原価計算」講師 櫻井道裕氏 

ほか IT・技能講習会の実施、資格制度の検討 

を実施 

＊海外情報委員会 

アメリカ合衆国へ視察団派遣（１２名）を実施 

米国トヨタ・マサチューセッツ工科大など視察 

 

＊福利厚生委員会 

親睦ボウリング大会の実施 

場所：桜橋ボウル 参加：５２チーム１５５名 

日帰りグルメツアーの開催 

若狭「ホテルせくみ屋」１３１名（バス３台） 

＊会員交流委員会 

ゴルフクラブ四条畷で年２回コンペを開催 

＊広報委員会 

機関紙「結」１３号・１４号発行 

＊総務委員会 

理事会、総会（ホテル日航大阪）開催 

新年互礼会を大阪鋲螺卸商（協）と共同開催 

（ヴィアーレ大阪） 

＊会員開発プロジェクト [委員長 池田裕之] 

 新規加入者の斡旋（１３社新規加入実績） 

＊賛助会分科会 [会長 田中良典] 

年末情報交換パーテイの開催と㈱神戸製鋼所

加古川製鉄所の見学会を実施 ほか 

＊会員数：正会員１３６社 賛助会員７３社 

世 界 と 日 本 

主 な 出 来 事 

1/9防衛庁が防衛省に 3/1国際線全線で液体の機内持込が禁止 4/16米国

バージニア工科大学銃乱射事件発生 5/28政治家献金問題「政治とカネ」で

現役大臣が自殺 7/29参議院議員選挙で民主党が第一党に 9/26福田康夫

内閣発足 10/1郵政民営化による発足式開催 H19年：世界食糧価格危機年 

日 本 全 体 と 

ねじ業界の概況 

日本の国内総生産：５２３兆６８５８億円 

経済成長率（対前年比）１．０２%成長 日本の完全失業率：年平均３．８％ 

ねじ生産重量 ３３３万トン（対前年比１０６．７％） 

ねじ生産金額 ９，０００億円越（対前年比１０８.２％） 

年の漢字：偽 相次ぐ食品偽装・年金記録が偽り・耐震偽装・老舗料亭で消費期限偽造 
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２００８年（平成２０年） 

 

平成２０年は米国投資銀行であるリーマンブラザーズが９月１５日、負債総額６４兆円とい

う史上最大の倒産劇を起し世界的金融危機（世界同時不況）を引き起しました。後半に入り

市場株価は大暴落し経済の乱高下を経験する一年となりました。 ねじ業界では平成１４年

から続いた好景気は途絶え、自動車業界をかわきりに受注減少、生産調整が開始されました。 

当組合では理事長に箕村理氏を向かえ新体制が発足、業界全体の基盤強化を運営方針として

掲げられ、ねじ産業の地位向上を目指す「ねじ産業未来開発プロジェクト」、ねじ技能検定制

度を構築する「資格制度研究会」を新設、新たな体制での事業が開始されました。組合の主

な事業概要は以下の通りです。 

 

＊研究開発委員会 

表面処理グループ定例会合の実施、（社）大気 

環境学会で活動成果発表会を開催 

会員向け活動報告会を産業創造館で実施 

＊人材開発委員会 

近隣大学との情報交換会実施 

参加３７企業 １２大学 

女子社員むけ講習会の実施「できる社員のビ 

ジネスマナー」講師 矢野沙基 

経営者向け研修会の実施「大不況の羅針盤」 

講師 ㈱エムアンドエム 平佐聡典氏 

そのほか IT 講習会・技能講習会などの実施 

＊海外情報委員会 

イタリアへ視察団派遣（１７名）の実施 

アグレッティ社など視察 

＊福利厚生委員会 

親睦ボウリング大会の実施 

場所：桜橋ボウル 参加：５２チーム１５１名 

日帰りグルメツアーの開催 

 

滋賀石山寺「ニューびわこ健康サマーランド」 

１０４名（バス３台） 

＊会員交流委員会 

ゴルフクラブ四条畷 / 泉が丘カントリークラ

ブ / パインレイクカントリ―クラブで開催 

＊広報委員会 ［委員長 樫本宏志］ 

機関紙「結」１５号・１６号の発行 

＊総務委員会 ［委員長 池田裕之］ 

理事会の定期開催、総会（ホテル日航大阪）、 

新年互礼会（シテイプラザ大阪）の開催 

＊ねじ産業未来開発 PRJ [委員長 田島祥一] 

K２・OS 会対象の意見交換会を実施 

＊資格制度研究会 [委員長 北尾八三一] 

構成メンバーの募集と組織体制、検定試験用教

本作成を開始 

＊IT 活用研究会 [委員長 勝亦良彰] 

組合 HP を活用した広報を実施 

＊特記：初代理事長田島祥一氏 藍綬褒章受章 

＊会員数：正会員１３４社 賛助会員７１社 

世 界 と 日 本 

主 な 出 来 事 

1/30中国から輸入した冷凍餃子に有毒物質混入 5/7ロシア連邦「双頭の鷲」

大統領メドヴェージェフ、ウラジミール・プーチン首相就任 8/8北京オリ

ンピック開幕 9/24麻生内閣発足 10/1松下電器産業が社名をパナソニッ

クに変更 11/4米国大統領に黒人初のバラク・オバマが当選 

日 本 全 体 と 

ねじ業界の概況 

日本の国内総生産：５１８兆２３０９億円 

経済成長率（対前年比）０．９９%成長 日本の完全失業率：年平均３．９％ 

ねじ生産重量 ３２０万トン（対前年比３．８％減） 

ねじ生産金額 ８，９８０億円（対前年比０．３％減） 

年の漢字：変 政界トップの変化・金融情勢の変化・物価上昇で生活の変化・異常気象 
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２００９年（平成２１年） 

 

平成２１年は世界各国の中央（準備）銀行が金利引下げを敢行し、産業界は金融不信の影響

で生産調整・人員削減、・経営の統配合など対策断行が余議なくなされた年となりました。 ね

じ関連産業全体に「１００年に一度の大不況」と言われ、各社雇用調整助成金など活用し会

社存続、従業員の維持に奮起する年となりました。「勝組・負組」と言葉が流行ったのも同年

の特徴と言えます。 当組合では未来開発プロジェクトが（社）日本ねじ工業協会と協賛で

機械要素技術展に業界ブース出展（ＰＲ）を行い、また、２０１４年に迎え六角ボルトナッ

ト JIS 原案改正に対し兵庫県鋲螺釘、関東鋲螺釘の２団体と協調して業界意見の集約を図る

活動に着手しました。組合の主な事業概要は以下の通りです。 

 

＊研究開発委員会 

表面処理グループ定例会合の実施、（社）日本 

防錆技術協会管理士会で活動成果報告を開催 

＊人材開発委員会 ［委員長 豊田裕司］ 

技術講習会実施「非破壊検査講習」㈱大検 

研修会の実施「中小企業の海外展開の可能性」 

講師 甲南大学教授 M・R・シュレスタ氏 

IT 講習会・マナー講習会・技能講習会の実施 

＊海外情報委員会 

バンコク・シンガポールに視察団派遣（１７名） 

現地ジェトロ経済講演会など開催 

＊福利厚生委員会 

親睦ボウリング大会の実施 

場所：新三国アルゴ 参加：４４チーム１３２名 

日帰りグルメツアーの開催 

橋立温泉「ホテル北野屋」１１８名（バス３台） 

カーリース斡旋事業の開始 

＊会員交流委員会 

ゴルフクラブ四条畷でコンペ開催 

 

＊広報委員会 機関紙｢結｣１７号・１８号発行 

＊総務委員会 

理事会の定期開催、総会（ホテル日航大阪）、 

新年互礼会を大阪鋲螺卸商協同組合と共同開 

催（シテイプラザ大阪） 

＊ねじ産業未来開発 PRJ 

機械要素技術展（インデックス大阪開催）に大 

阪鋲螺卸商（協）、（社）日本ねじ工業協会と連 

盟でブースを出展 スタンプラリーなど実施 

＊資格制度委員会 

全国中小企業団体中央会の活路開拓助成金の

対象事業。基礎編・製造編の六角ボルトナット

のテキスト作成、活動成果報告書を作成配布 

＊JIS 規格検討協議会 [委員長 箕村理] 

六角ボルトナットの技術的検討を開始、定例協 

議会を開催し日本ねじ研究協会へ委員を派遣 

＊営業政策プロジェクト [委員長 後藤晴雄] 

会員対象の生産統計調査を開始 

＊会員数：正会員１３２社 賛助会員７１社 

世 界 と 日 本 

主 な 出 来 事 

1/15USエアウェイズがニューヨークハドソン川に不時着 4/24世界保健機

構（WHO）は新型インフルエンザ感染症を報告 6/25歌手マイケル・ジャク

ソンが死去 7/1家電普及促進のエコポイントがスタート 9/16民主党が第

一党に鳩山内閣発足  

日 本 全 体 と 

ねじ業界の概況 

日本の国内総生産：４８９兆５８８５億円 

経済成長率（対前年比）０．９４%成長 日本の完全失業率：年平均５．１％ 

ねじ生産重量 ２２２万トン（対前年比３０．７％減） 

ねじ生産金額 ６，２８５億円（対前年比３０．０％減） 

年の漢字：新 新政権・行政刷新・新型インフルエンザと新薬・（新）裁判員制度 
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２０１０年（平成２２年） 

 

平成２２年は前年に始まったエコカー減税や家電エコポイントの政策が個人消費を刺激し、

自動車・家電業界を中心に緩やかな回復基調となりました。 しかし中小企業を中心とする

我がねじ業界は一時的な回復傾向とは逆に、大手メーカーが海外へ生産拠点を移すことで国

内需要の減少に歯止めの掛らない状況と言えました。 当組合では２０１４年の六角ボルト

ナットＪＩＳ改正に対し、２年を掛けて改正原案の方向性を見出し、また、ねじの技能検定

構築を目指した資格制度委員会は大阪府の助成金採択を受け仮称ねじハンドブックを完成し

講習会を実施するに至りました。これら２事業は当組合から発信し、社団法人日本ねじ工業

協会へと活動の場を移し全国展開致します。組合の主な事業概要は以下の通りです。 

 

＊研究開発委員会 [委員長 大場康弘] 

表面処理グループ定例会合の実施、ベトナムハ 

ノイ国際腐食防食技術会議 2010 に参加、｢ねじ 

の腐食寿命予測と試験方法｣北井敬人氏が発表 

＊人材開発委員会 

経営者向け講習会の実施「会社が成功する理 

由・倒産する理由」講師 八起会 野口誠一氏 

女子社員向け講習会の実施「できる女性のビジ 

ネスマナー」講師 古田由美  

IT 講習会・技能講習会の実施と近隣大学との 

情報交換を実施 

＊海外情報委員会 

メキシコへ視察団派遣（１１名）を実施 

フォルクスワーゲン社、モデロ社を視察 

＊福利厚生委員会 

親睦ボウリング大会の実施 

場所：桜橋ボウル 参加５２チーム１５６名 

日帰りグルメツアーの開催 

白浜［ホテルシーモア］１３１名（バス３台） 

 

＊会員交流委員会 ［委員長 今井敏雄］ 

ゴルフクラブ四条畷 / 万寿ゴルフクラブ開催 

＊広報委員会 機関紙「結」１９号・２０号発行 

＊総務委員会 

理事会の定期開催、総会（リーガロイヤルホテ 

ル）、新年互礼会（シテイプラザ大阪）を開催 

＊ねじ産業未来開発 PRJ ［委員長 中江良一］ 

（社）日本ねじ工業協会５０周年記念事業への 

支援協力（記念誌、エッセイコンテスト、フォ 

トコンテスト、記念フォーラム） 

＊資格制度委員会 

大阪府地場産業等活性化補助金の対象事業に 

採択、ねじハンドブックを活用した講習会・模 

擬試験の実施 

会場：大阪府商工会館 受講生：８５名 

＊特記：黄綬褒章受章者（H２２春 / 秋） 

金剛鋲螺株式会社 久保清一 氏 

紀州ファスナー工業株式会社 中江理廣 氏 

＊会員数：正会員１３１社 賛助会員７１社 

世 界 と 日 本 

主 な 出 来 事 

1/19日本航空が会社再生法の申請 2/12バンクーバー冬季五輪開幕  

4/14アイルランドの火山噴火でユーロ圏の空港閉鎖 6/13小惑星探査機は

やぶさの帰還 9/7尖閣諸島中国漁船衝突事件 11/13ミヤンマー民主化指

導者アウンサンスーチーが解放  

日 本 全 体 と 

ねじ業界の概況 

日本の国内総生産：５１１兆３０１６億円 

経済成長率（対前年比）１．０４%成長 日本の完全失業率：年平均５．１％ 

ねじ生産重量 ２８６万トン（対前年比１．０９％） 

ねじ生産金額 ８，０８７億円（対前年比１．２９％） 

年の漢字：暑 記録的な猛暑・チリ鉱山暑い地中から生還・はやぶさ大気圏の暑さ耐え帰還 
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２０１１年（平成２３年） 

 

平成２３年３月１１日東日本大震災発生。この震災は‘国難’に値する傷跡を日本に残しま

した。かけがえのない多くの命を奪われ、国民誰もが悲しみと痛みを感じたことと思います。 

産業界では東電管内の電力不足や原材料・部品の調達不善、自動車業界は生産停止に追い込

まれるなど未来永劫に語られる日本経済停滞の年となりました。 ねじ業界は出荷生産調整

を余儀なくされ、また産業界の復興に合わせて至急の供給要請など混乱の年となりました。

当組合では資格制度委員会、ねじ産業未来開発プロジェクト、ＪＩＳ規格検討協議会の３事

業が一定の成果をなし事業終焉となりました。組合創立から１０年の節目を迎え、次年度は

更に会員ニーズに応える新事業を開始します。組合の主な事業概要は以下の通りです。 

 

＊研究開発委員会 

表面処理グループ定例会合の実施、スガウェザ 

リング学術講演会で研究成果発表の実施 

＊人材開発委員会 

経営者向け講習会の実施｢税制改革をぶっ飛ば 

せ！｣講師 税理士 津守克洋氏 

女性社員向け講習会の実施｢できる女性のビジ 

ネスマナーその２｣講師 古田由美さん 

工場見学会「株式会社ダイフク滋賀工場」実施 

その他技能講習会を年６回の実施  

＊海外情報委員会 

スペインへ視察団派遣（９名）を実施 

マドリッドジェトロ講演会の実施 

＊福利厚生委員会 

親睦ボウリング大会の実施 

場所：桜橋ボウル 参加：５６チーム１６７名 

日帰りグルメツアーの開催 

天橋立温泉ホテル北野屋 １３２名（バス３台） 

＊広報委員会 機関紙「結」２１号・２２号発行 

 

＊会員交流委員会 

ゴルフクラブ四条畷 / 枚方カントリークラブ

でコンペを開催 

＊総務委員会 

理事会の定期開催、総会（ホテル日航大阪）、

新年互礼会を大阪鋲螺卸商（協）と共同開催 

（シテイプラザ大阪） 

＊ねじ産業未来開発 PRJ 

若手社員対象ワークショップの開催 

場所：シテイプラザ大阪 参加者２４名 

＊資格制度委員会 

日本ねじ工業協会と技能検定講習会を実施 

場所：天満研修センター 参加者１００名 

＊JIS 規格検討協議会 

日本ねじ研究協会「六角ボルトナット JIS 原案 

作成委員会」へ JIS 原案の創案提出 

＊IT 活用研究会 [委員長 川端康弘] 

組合 HP 更新作業を年６回実施 

＊会員数：正会員１３０社 賛助会員７０社 

世 界 と 日 本 

主 な 出 来 事 

2/22 ニュージーランド・クライストチャーチで地震 3/11東日本大震災発

生 3/12九州新幹線全線開業 4/29英国ウイリアム王子ケイトミドルトン

と挙式 7/17FIFAワールドカップでなでしこジャパンが優勝 7/24地上デ

ジタル放送へ全面移行 10/5アップル創業者フティーブ・ジョブズ死去  

日 本 全 体 と 

ねじ業界の概況 

日本の国内総生産：５０７兆４７８７億円 

経済成長率（対前年比）０．９９%成長 日本の完全失業率：年平均４．５％ 

ねじ生産重量 ２７６万トン（対前年比３．７％減） 

ねじ生産金額 ７，９７３億円（対前年比１．４％減） 

年の漢字：絆 東日本大震災、大規模災害から絆・国際社会の民主化運動で得た絆 
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◆ 平成１９年（秋） 旭日双光章 受章  

北井 正次 氏 （ケーエム精工株式会社） 

◆ 平成１９年（秋） 藍綬褒章 受章  

由良 豊一 氏 （嘉亀鋼業株式会社） 

◆ 平成２０年（秋） 藍綬褒章 受章  

田島 祥一 氏 （株式会社丸ヱム製作所） 

◆ 平成２１年（秋） 旭日双光章 受章  

中島田 正徳 氏 （株式会社中島田鉄工所） 

◆ 平成２２年（春） 黄綬褒章 受章  

久保 清一 氏 （金剛鋲螺株式会社） 

◆ 平成２２年（秋） 黄綬褒章 受章  

中江 理廣 氏 （紀州ファスナー工業株式会社） 

◆ 平成２４年（秋） 黄綬褒章 受章  

土沢 健一 氏 （株式会社ナツハラ） 
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人材確保推進事業 

 

活動方針 人材の採用・教育・定着・戦略化を進める為の課題に取り組む 

事業内容 人事制度、教育訓練、募集採用、育成定着、職場環境の５テーマに沿

った研究会、講習会、講演会などの事業を実施 

委員長沿革 平成１５～１７年 北井 啓之 

 

背景と経緯 

関西ねじ協同組合が創立された平成１４年頃、産業界は中国から波及する価格競争が激

しさを増していた時期でり、業界全体が過当な価格競争から脱却するために高付加価値の

商品開および製造のできる企業へと変化が求められていた。 

このような中、平成１５年５月の総会において「人材確保推進事業」に取り組むことが

決議され、同年７月末、当組合が助成金対象組合としての内定通知を受け、翌８月に当該

事業に関する事業項目・実施体制・予算などの諸事項が理事会にて詳細決議された。 

 

概要 

「人材確保推進事業」とは、「中小企業における労働力の確保及び良好な雇用機会の創出

のための管理改善の促進に関する法律」に基づき、中小企業が労働時間の短縮、職場環境

の改善、福利厚生の充実、募集方法の改善、教育訓練の充実など、雇用管理全般の改善を

図り職場の魅力を高めようとする取り組みを行う場合に国や都道府県が援助するという仕

組みにそったものである。 

この事業に取り組むにあたり、従来の「経営革新委員会」を発展解消させ、北井啓之氏

を委員長とする「人材確保推進検討委員会」設置した。さらにその下に下記５つのテーマ

に沿った委員会を組織し事業に取り組んだ。この事業は平成１５年度から３年におよび、

最終年には全６６ページから成る報告書を作成し事業を締めくくった。 

委員会 委員長 テーマ 内容 

第一委員会 松元 収 人事制度 
企業の活性化や若者の意欲を向上させる新しい人事

制度の研究 

第二委員会 夏原 和哉 教育訓練 
IT をビジネスに取り組むことを中心とした教育訓

練の実施 

第三委員会 箕村 理 募集採用 
各組合員共同で新卒募集の機会を提供し、かつ各企

業の魅力を PRするための研究 

第四委員会 平田 政弘 育成定着 
従業員の早期育成・定着のためのモチベーションを

高める手法の研究 

第五委員会 矢野 佳彦 職場環境 雇用環境の継続的な改善の研究 
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活動内容：第一委員会 

バブルとともに終身雇用制度が崩壊し新しい人事制

度を社会全体が模索していた中、中小零細が多数を占

める組合企業にとって最適な人事制度（評価制度）と

は何かを研究会として合計２５名の委員が３年をか

けて議論した。最終年度には「ねじ業界企業における

人事制度整備の方向性」と題した５０ページの報告書

を作成・配布した。 

活動内容：第二委員会 

パソコンの基本、Excel、ホームページなど IT分野の

講習会を行った。加えて、社員ひとりひとりの生産性

向上を目指し、若手社員・中堅社員・女性社員・管理

職などの職責ごとのセミナーを実施。講習会・セミナ

ーは３年間で合計１１回にのぼる。 

 

活動内容：第三委員会 

各企業の大卒採用を支援するために、学生に対するプ

レゼンテーション手法を研究し、それに基づいた研修

会の実施や民間リクルートが運営する合同説明会へ

参加し実際の採用活動にも取り組んだ。最終年には大

阪産業創造館でねじ企業８社による合同企業説明会

を行い学生採用の成果を残した。 

活動内容：第四委員会 

従業員のモチベーション（働く意欲）に関する知見を

高めるために、「心」をテーマにし３年間で３回の講

演会を開催した。また、最終年にはコーチング技法に

関する研究会を実施した。 

 

活動内容：第五委員会 

生産工場を含める職場環境の改善は業界にとって重要

な課題であり、第五委員会では５Ｓ活動・ＱＣ活動を

テーマとする工場見学会や研究会を行った。また、最

終年にはＴＷＩ（管理監督者訓練）の仕事の教え方コ

ースの研修会にも取り組んだ。 
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研究開発委員会 

 

活動方針 時代の流れに沿った先端技術の研究や情報収集を行い、業界全体のレ

ベルアップを目指す 

事業内容 ・屋内加速試験の実施とデータ収集 

・屋外暴露試験の実施とデータ収集 

・活動成果報告書の作成と配布 

委員長沿革 

創立～ 豊田 正喜 

平成１８年度～ 藤原 廣二 

平成２２年度～ 大場 康弘 

 

背景および経緯 

研究開発委員会は発足当初「表面処理」「環境問題」「難加工材」の３グループでスター

トした。しかし後に各グループの活動状況を考慮し「表面処理」のみに研究テーマを絞り

込み現在に至っている。 

研究開発委員会が立ち上げられた頃、建設メーカーが住宅や工場での万一の不具合に対

して１０・２０年保証を行うことに伴ってねじメーカーにも同様の保証を要求するように

なった。しかし、ねじの腐食に関して実環境での暴露試験データが無いことや腐食寿命予

測の手法が無くこの保証への対応が課題とされていた。（一般的な塩水噴霧試験は実暴露試

験との相関性が低いため耐用年数の予測は困難）このような時代背景により研究開発委員

会の「表面処理」グループで「ねじの腐食寿命予測と試験方法」の研究がスタートした。 

 

活動内容 

委員会では初めに８種類のねじを選定、試験片を作成し、次の２つを柱とし研究を行っ

た。 

・屋外暴露試験（国内５箇所・国外１箇所）による実曝露データの収集 

・種々の屋内加速試験を行い屋内加速試験と相関性の高い試験条件を研究 

 

平成１８年から４年間、大阪府地場産業総合活性化補助事業を

活用できたことは、コストの高い屋内加速試験を継続的に行う大

きな支えとなった。また、毎年「ねじの腐食寿命予測と試験方法

の検討」と題する活動成果報告書を作成・配布し研究成果を広報

している。 報告書は現在Ⅰ～Ⅵを発刊。 

なお、大阪府産業技術総合研究所 OB 佐藤幸弘氏が活動当初か

ら同研究の支援を頂いた。  
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８種類の試験片 

種類 ドリルねじ 六角ボルト 

材質 SWCH18A  SUS410  SWCH10R  

表面処理 

A．ユニクロ 5μm  D．パシベート 1  F．3価クロメート 5μm  

B．ユニクロ 12μm  E．パシベート 2  G．ユニクロ 5μm  

C．ユニクロ 20μm  
 

H．溶融亜鉛 20μm  

屋外暴露試験設置場所 

場所 環境 内容 

御前崎 沿岸部  日本塗料検査協会屋外暴露試験場  

名古屋１ 都市部重工業地帯  名古屋市環境科学研究所  

名古屋２ 都市部重工業地帯  大同特殊鋼技術研究所  

大阪１ 都市部  大阪府環境農林水産総合研究所  

大阪２ 都市部  組合入居ビル屋上  

重慶 内陸部重工業地帯  中国重慶市環境科学研究所  

 

特許登録 

御前崎での屋外暴露試験は、沿岸部という過酷な環境条件のため試験開始から１６ヶ月

で全ての試験片に赤錆が発生した。この結果と相関性の高い屋内加速試験条件を見つけ、

平成１７年に特許申請し、平成２２年３月には特許登録された。 

項目 説明 

発明の名称 金属腐食の加速試験方法及びその方法による腐食寿命予測  

特許権者 関西ねじ協同組合  登録番号 特許第 4471897号 

出願 平成 17年 7月 21日  登録 平成 22年 3月 12日 

 

FCK法とは何か？ 

FCK法とは特許登録した屋内加速試験条件を指す。FCK 法の試験で 60日間赤錆発生が

無かった場合、都市地帯で約 20年、海岸地帯で約 4年、赤錆が発生しない腐食寿命を下記

計算式で予測できる。 

FCK法と腐食寿命予測の計算式 

計算式 Y：屋外暴露における赤錆発生時間（月）   X：FCK法試験時間（日） 

都市部：Y=4.36X      海岸部 Y=0.77X 

試験溶液 0.5wt%NaCl+0.1wt%CaCl2に 0.0001N(H2SO4)を添加し pH4に調合 

噴霧条件 50℃で噴霧 16hr + 乾燥 8hrを 1サイクルとする 
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資格制度委員会 

 

活動方針 ねじ業界の技能検定制度構築を目指す活動の実施 

事業内容 ・技能検定テキスト（ねじハンドブック）の制作 

委員長沿革 
平成２０年度～ 北尾 八三一［研究会］ 

平成２１年度～ 北尾 八三一［委員会］ 

 

経緯 

ねじ業界において技能検定制度が画一されていないことは業界の内存問題として大きな課

題であり、平成 19年から人材開発委員会の事業の一部としてこの課題について研究・調査

が始まった。その後、平成 20年度に箕村理氏を理事長とする新体制が発足し、同研究を資

格制度研究会として特化し、更に翌年には委員会として昇格し活動の展開を図った。 

 

活動内容 

委員会は、ねじメーカーだけでなく関連企業も含めた 23名で組織された。活動の第一歩

は、担当官庁の担当者を訪問し、技能検定制度そのものについて知識と理解を深めること

でり、その後、技能検定制度学科試験の土台となるテキスト作成を開始した。 

会議では、テキストで扱う範囲・レベルの深さ・扱い方などに関して真剣な議論が数ヶ

月間にも続き行われ、誤字脱字の修正・文調の統一・引用文献に関する著作権の調整にい

たるまで、気の遠くなるような膨大な作業を、北尾委員長を始めとする各委員が精力的に

取り組み、テキストの完成へと近づけた。 遂に平成２２年度、六角ボルトと六角ナット

に範囲を絞った第一版テキストを完成させ、このテキスト作成においては平成２１年度全

国中小企業活路開拓・実現化事業の対象となり活動を大きく前進させる力となった。 

その後、国家技能検定の対象とするために全国規模の実績が求められることから、（社）

日本ねじ工業協会が活動を引き継いだ。また、テキストの版権も譲渡した。平成２３年度

には「六角ボルト・六角ナット」を対象とした学科試験・実技試験が大阪・名古屋・東京

で行われ、１２名の協会認定合格者を出すに至った。 

技能検定用テキスト案 目次 

 

 

 

 

 

 

 

I. 基礎編 

1. 全体 

2. ねじの基礎知識 

3. 材料 

4. 機械要素 

5. 機械製図 

6. 品質保証・管理 

7. 検査試験 

8. 電気 

9. 潤滑油・圧造油 

10. 油圧・空気圧 

11. 熱処理 

12. 表面処理 

13. 安全衛生 

II. 製造編 

1. 六角ボルト 

2. ボルト生産主要加工設備 

3. ボルト工程設計 

4. ボルト生産機械保守・点検 

5. ナット 
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総務委員会 

 

活動方針 総会、新年会、理事会を統括し、組合運営の円滑な推進に貢献する 

事業内容 ・定期的な理事会の開催 

・新年互礼会の開催 

・総会の開催 

委員長沿革 

創立～ 勝亦 良彰 

平成１８年度 箕村  理 

平成２０年度 池田 裕之 

 

 総務委員会は新年会・総会・理事会の運営や設営が主な事業である。年に７回ほど行わ

れる理事会では各委員会の予算や事業の進捗状況が報告され円滑な組合運営を支えている。

また、時に応じた業界全体の懸案事項も理事会で審議し業界の発展・活性化へ貢献してい

る。総会では総会議事だけでなく講演会や組合事業報告会、懇親会を兼ねた有意義な集ま

りで多くの構成企業が出席している。また、新春互礼会は在阪ねじ商社団体の大阪鋲螺卸

商協同組合と合同開催を平成１５年より隔年で行なっており、メーカー・商社の役員・従

業員３００名近くが一堂に会する貴重な情報交換・親睦交流の機会となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総務 

総会 

新年
会 

理事
会 
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海外情報委員会 

 

活動方針 海外の産業動向を研究する年一回の海外研修を行う 

事業内容 ・海外視察の実施 

委員長沿革 

創立～ 池田 裕之 

平成１８年度～ 西  泰宏 

平成２４年度～ 柳原 考至 

 

海外情報委員会は年に一度 海外視察を行っている。主にねじのユーザ企業やねじの関連企

業の工場を視察し各国の経済や産業事情に関する知見を深めている。また、視察に合わせ

て現地の文化遺産や遺跡等を訪問し、参加者同士の交流を深める機会となっている。 

 

渡航先一覧 

年度 視察先国名 詳細 

１６ アメリカ合衆国 ラスベガス・ファスナーショー 

１７ ベトナム ベトナム国際工業展 

VSIP工業団地 

タカコベトナム社 

ホーチミン工科大学 

１８ ドイツ・チェコ TPCA社（トヨタ・プジョー・シトロエン・オー

トモービル） 

メルセデスベンツ工場 

フックス社 

１９ アメリカ合衆国 マサチューセッツ工科大学 

ハーバード大学 

米国トヨタ自動車工場 

２０ イタリア AGRATI GROUP 社（ねじメーカー） 

ヴェニス、フィレンツェ観光 

２１ タイ 

シンガポール 

KOBAYU THAILAND社（ねじ商社） 

CHAZAO PAO社（台湾伸線メーカー） 

２２ メキシコ 

アメリカ西海岸 

フォルクスワーゲン工場 

テオティワカン等の世界遺産観光 

２３ スペイン マドリッド JETROでの講演会 

マドリッド、バルセロナ、トレド訪問 

 



 

                              （第３章）委員会の活動概要 

 

~ 35 ~ 

地図で見る海外視察先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H１９ アメリカ合衆国 

H１７ ベトナム 

H１８ ドイツ・チェコ 

H１６ アメリカ合衆

国 

H２０ イタリア 

H２１ 

タイ・シンガポール 

H２２ 

メキシコ・アメリカ西海岸 

H２３ スペイン 

アメリカ合衆国 トヨタ ドイツ メルセデス・ベンツ 

メキシコ フォルクスワーゲン ベトナム タカコ 
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福利厚生委員会 

 

活動方針 構成会員の従業員並びに家族を対象とした福利厚生の充実を目指す 

事業内容 ・親睦ボウリング大会 

・日帰りグルメツアー 

・家庭常備薬、カーリース、各種保険の斡旋 

委員長沿革 
創立～ 久保 清一 

平成１８年度～ 夏原 和哉 

 

福利厚生委員会は「親睦ボウリング大会」「日帰りグルメツアー」を主な事業として活動

している。親睦ボウリング大会、日帰りグルメツアーともに毎年１３０名を越える参加者

を向かえ、組合事業の中でも人気の高い事業である。 

親睦ボウリング大会では成績上位から飛び賞まで多くの景品が用意されておりリピータ

ーの参加者も多く、また、日帰りグルメツアーは豪華な食事に加えてバス車中でのビンゴ

ゲームも景品を目指して楽しむなど参加者の人気が高い理由でもある。  

 

親睦ボウリング大会 団体戦 優勝企業 

回 企業名 回 企業名 

１ 株式会社丸ヱム製作所 ６ 紀州ファスナー工業株式会社 

２ ケーエム精工株式会社 ７ 株式会社丸ヱム製作所 

３ 鹿児島金属株式会社 ８ 株式会社ダイロック 

４ 日産ネジ株式会社 ９ ケーエム精工株式会社 

５ 株式会社丸ヱム製作所 １０ ケーエム精工株式会社 
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地図で見るグルメツアー訪問先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H１９ 

若狭の宿 ホテル せくみ屋 

H１６ 

長島温泉 ホテル花水木 

H２０ 

ニューびわこサマーランド 

H２２ 

南紀白浜温泉 ホテルシーモア 

H１８ 

南淡路 観光旅館「うめ丸」 

H１７ 奥伊根温泉 油屋 

H１５・２１・２３ 

ホテル北野屋 



 

（第３章）委員会の活動概要  

~ 38 ~ 

 

会員交流委員会 

 

活動方針 ゴルフコンペを開催し、構成会員相互の親睦交流を深めることを目指す 

事業内容 ・親睦ゴルフコンペの開催 

・囲碁倶楽部の開催 

委員長沿革 

創立～ 木本 寿夫 

平成１８年度～ 木村 繁雄 

平成２３年度～ 今井 敏雄 

 

 会員交流委員会は年２回の親睦ゴルフコンペの実施と囲碁倶楽部の定例開催が主な活動

である。ゴルフコンペはこれまで１９回開催するに至り、企業役員層を中心とする参加者

で情報交換の分野でも貢献してきた。 また、平成１９年から囲碁倶楽部が委員会内に新

設され新たな交流の輪を広げる場となっている。 

 

ゴルフコンペ優勝者 

回 優勝者 開催地 回 優勝者 開催地 

１ 江本 清吉 泉ヶ丘 CC １１ 田島 祥一 GC四條畷 

２ 小林 裕吉 ザ・パークヒル GC １２ 田島 祥一 泉ヶ丘 CC 

３ 木本 寿夫 太子 CC １３ 堤 親朗 パインレーク GC 

４ 岡井 靖洋 花吉野 CC １４ 田中 良太郎 GC四條畷 

５ 梅林 衛 太平洋 CC １５ 上田 健 GC四條畷 

６ 樫本 隆之 秋津原 GC １６ 福田 壮吉 万壽 GC 

７ 江本 清吉 聖丘 CC １７ 北角 尚弘 GC四條畷 

８ 岡井 靖洋 城陽 CC １８ 樫本 隆之 枚方 CC 

９ 田島 祥一 GC四條畷 １９ 山川 佳秀 関西 GC 

１０ 三木 年正 GC四條畷    
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人材開発委員会 

 

活動方針 人材の高度化、新人材の採用等の課題に取り組む 

事業内容 ・技能講習会 

・従業員対象の講習会や研修会 

・経営者対象の講演会 

・工場見学会 

委員長沿革 

創立～ 北井 啓之［当時は経営革新委員会］ 

平成１５年度～ 北井 啓之［当時は人材確保検討委員会］ 

平成１８年度～ 中江 良一 

平成２０年度～ 豊田 裕司 

平成２２年度～ 由良 宜彦 

 

 人材開発委員会の前身は設立当初の「経営革新委員会」である。その後、人材確保推進

事業に取り組むため、人材確保検討委員会に改組した。３年に渡る同事業が終了した平成

１８年に現在の人事開発委員会として活動を継続している。同委員会での「技能検定制度」

に関する取り組みが礎となり「資格制度委員会」の立ち上げにつながった。 

 人材開発委員会では、人材の高度化を目的として各種講習会・研修会・講演会・工場見

学会など多彩な事業を毎年積極的に行なっている。 
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広報委員会 

 

活動方針 機関誌「結」の定期発刊を行い情報発信・提供を行う 

事業内容 ・機関誌「結」の発刊 

委員長沿革 

創立～ 中谷  格 

平成１８年度～ 今井 敏雄 

平成２０年度～ 樫本 宏志 

 

広報委員会は、組合事業活動を組合内外に広く情報発信するための機関誌「結」を年２

回定期発刊することが主な活動である。 平成２４年末までに通算 23号を発刊した。 

「結」という名称は、世界遺産に登録されている岐阜県白川郷の合掌家屋での共同作業

「結（ゆい）」に因み取られている。関西の５つのねじ団体が合併発足した関西ねじ協同組

合が強い絆で結ばれる願いが込められている。 

また委員自らが会員企業に足を運び取材するなど、原稿執筆から編集までの作業を創立

当初から継続して行い、紹介企業は６７社を数えている。 

 

組合企業紹介 掲載企業 

掲載号 企  業  名 

２ 西精工㈱、㈱ヒラノファステック、原鉄工㈱、檜山崎精螺㈱ 

４ 日産ネジ㈱、㈱丸ヱム製作所、梅鉢鋼業㈱ 小倉工場、㈱中島田鉄工所 

５ ㈱ナツハラ、日本パワーファスニング㈱、㈱巴製作所、㈱オーアンドケー 

６ 大洋ナット工業㈱、ケーエム精工㈱、㈱三和鋲螺製作所、大阪精工㈱ 

７ 日東精工㈱、ロックファスナー㈱ 

８ ㈱朝日押捻子製作所、池田金属㈱、金剛鋲螺㈱、㈱アルミネ 

９ ㈱ダイロック、㈱白天製作所、松本ナット工業㈱、タケダツール㈱ 

１０ 鹿児島金属㈱、フジテック㈱ 

１１ 紀州ファスナー工業㈱、㈱富士製作所、三喜鋲螺㈱、田中熱工㈱ 

１２ ㈱アルテス、日本ファスナー工業、サカモト工業㈱、㈱信光ステンレス 

１３ ㈱フセラシ、㈲東京タッピングマシン製作所 

１４ ㈱神山鉄工所、㈱野村工具製作所 

１５ ㈱オーピージ、㈱テクニス、旭サナック㈱、㈱三明製作所 

１６ ㈱コクブ、㈱粉室製作所、㈲アールケイ興産 

１７ 光精工㈱、㈱丸菱ナット製作所、北角紙器㈱ 

１８ ㈱江浦製作所、㈲サカエ製鋲所、東和工業㈱ 

１９ 嘉亀鋼業㈱、㈱ヨット印・ダイワ、日高鉄工㈱ 

２０ 日本鋲螺㈱、㈱ヤマヒロ、日之出金属熱錬㈱ 

２１ 高越鋼業㈱、マツダ㈱、サカイ工機㈱ 

２２ ㈲三協鉄工所、東洋ナット㈱、㈱大和螺子製作所 

２３ ㈲浜岡鍍金工業所、㈱小畠鉄工所 

 



 

                              （第３章）委員会の活動概要 

 

~ 41 ~ 

IT 活用委員会 

 

活動方針 インターネットを活用した組合の広報活動を行う 

事業内容 ・組合ホームページの運営、管理 

・組合所属企業情報コンテンツの充実 

・ネット媒体の活用方法の研究 

委員長沿革 
平成２０年度～ 勝亦 良彰（当時は IT活用研究会） 

平成２２年度～ 川端 康弘 

 

IT活用委員会は組合活動の広報をインターネットという媒体を通して行なっている。 

組合ウェブサイト(www.kansaineji.com)の運営管理が主な活動内容である。 

関西ねじ協同組合は設立初期から組合ウェブサイトを保有し、積極的にインターネット

での広報活動に取り組んできた。しかし、インターネットの普及拡大に伴い２００８年に

IT活用研究会がスタート、２０１２年度には委員会へ格上げされより積極的な活動へ前進

している。なお、本年はウェブサイトの全面リニューアルに着手した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2013年 
全面リニューアル！ 

 

2006年 
第一回リニューアル時のウェブサイト 

 

2003年 
設立当時のウェブサイト 
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Ｋ－２（関西ねじ２世会） 

 

活動方針 ２世経営者に必要な資質・知識を養成・修得することを目指す 

事業内容 ・総会、勉強会、二会合同研修会、忘年会、旅行会の開催 

代表幹事沿革 

平成１６年度［K-2会創立］ 松田 英成 

平成１７年度 山川 佳秀 

平成１８年度 山下 貴嗣 

平成１９年度 北井 啓之 

平成２０年度 平田 政弘 

平成２１年度 柳原 考至 

平成２２年度 松本 典丈 

平成２３年度 豊田 裕司 

平成２４年度 佐伯 祐二 

 

「Ｋ－２」は、関西ねじ協同組合設立後に在阪ねじ団体の青年部である西部製線鋲螺工

業協同組合「水扇会」、大阪鋲螺工業協同組合「ＯＪＣ会」が統合するとともに、ねじ商社

の若手組織「ＯＳ会」の一部メンバーが参加して設立された。会の趣旨に沿い４５歳を迎

えると自動的に卒業となることが特徴である。 

当初４８名でスタートし、現在（平成２５年１月）は６０名を数えるまでに会員増強し

ている。勉強会や忘年会などを通して会員相互の交流を深めるとともにＯＳ会と合同の研

修会も毎年行われ、２世経営者が自己研鑚と人脈を広げる機会として大きな成果を果たし

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真：K-2勉強会の様子 

 

 
Ｋ－２の設立記念式典は、平成１６年年１０月８日、 

大阪市天王寺区ホテルアウィーナ大阪で設立記念式典が

総勢９３名の参加者で執り行われました。 

水扇会 

［西部製線鋲螺工業協同組合］ 

ＯＪＣ会 

［大阪鋲螺工業協同組合］ 

Ｋ－２ 

［関西ねじ協同組合］ 
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ねじづくりサポート会 
（旧賛助会分科会） 

活動方針 組合員企業との交流により相互の発展・進化の機会を目指す 

事業内容 ・組合員との情報交換&親睦パーティ 

・技術展示会 

会長沿革 

平成１５年度 澤田  斉 

平成１８年度 田中 良典 

平成２２年度 坂元 正樹 

 

 関西ねじ協同組合の設立後まもなく、初代理事長会長田島祥一氏を中心とする理事会か

ら「ねじ等の製造を行う正会員の両輪と位置付けるべき存在として、技術・製造等の領域

から情報ＰＲを行う組織」として分科会の設立が呼びかけられた。これを受け、当時の賛

助会員有志企業による「賛助会員分科会」が発足した。平成２４年５月には会の趣旨を一

層正確に反映させるため「ねじづくりサポート会」へ名称変更を行った。現在２９社で構

成されている。 

 会の主な事業は毎年１２月に行う情報交換&親睦パーティと隔年開催の技術展示会であ

る。情報交換&親睦パーティは平成１７年に参加者７０名で始まったが２０１２年には１７

０名を超える盛況なイベントとなっている。また、技術展示会も新技術・新商品の情報発

信の場として貴重なイベントとなり組合に大きく貢献している。 
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歴代役員 
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役職 氏名 企業名 役職 氏名 企業名

理事長 田島　祥一 株式会社丸ヱム製作所 理事長 田島　祥一 株式会社丸ヱム製作所

副理事長 豊田　正喜 株式会社巴製作所 副理事長 豊田　正喜 株式会社巴製作所

副理事長 夏原　四郎 株式会社ナツハラ 副理事長 夏原　四郎 株式会社ナツハラ

副理事長 土肥　雄治 日本パワーファスニング 副理事長 土肥　雄治 日本パワーファスニング

理事 松本　五男 松本ナット工業株式会社 専務理事 北井　啓之 ケーエム精工株式会社

理事 木本　寿夫 株式会社白天製作所 理事 木本　寿夫 株式会社白天製作所

理事 中谷　格 東和工業株式会社 理事 中谷　格 東和工業株式会社

理事 酒向　正和 株式会社酒向製作所 理事 池田　栄治 大洋ナット工業株式会社

理事 古川　正昭 古川製鋲株式会社 理事 藤原　廣二 フジテック株式会社

理事 池田　栄治 大洋ナット工業株式会社 理事 勝亦　良彰 三喜鋲螺株式会社

理事 勝亦　良彰 三喜鋲螺株式会社 理事 後藤　晴雄 株式会社朝日押捻子製作所

理事 後藤　晴雄 株式会社朝日押捻子製作所 理事 久保　清一 金剛鋲螺株式会社

理事 久保　清一 金剛鋲螺株式会社 理事 樫本　隆之 株式会社三和鋲螺製作所

理事 樫本　隆之 株式会社三和鋲螺製作所 理事 池田　裕之 池田金属株式会社

理事 池田　裕之 池田金属株式会社 理事 今井　敏雄 株式会社丸菱ナット製作所

理事 藤川　廣美 藤川螺子工業株式会社 理事 箕村　理 株式会社ダイロック

理事 今井　敏雄 株式会社丸菱ナット製作所 監事 柳原　三郎 ロックファスナー株式会社

理事 北井　啓之 ケーエム精工株式会社 監事 澤田　斉 大阪精工株式会社

監事 柳原　三郎 ロックファスナー株式会社 相談役 北井　正次 ケーエム精工株式会社

監事 澤田　斉 大阪精工株式会社 相談役 嶋田　亘 株式会社フセラシ

相談役 北井　正次 ケーエム精工株式会社

相談役 嶋田　亘 株式会社フセラシ

第一期　創立～平成１６年 第二期　平成１６年～１８年



歴代役員 
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役職 氏名 企業名 役職 氏名 企業名

理事長 田島　祥一 株式会社丸ヱム製作所 理事長 箕村　理 株式会社ダイロック

副理事長 箕村　理 株式会社ダイロック 副理事長 北井　啓之 ケーエム精工株式会社

副理事長 池田　栄治 大洋ナット工業株式会社 副理事長 西　泰宏 西精工株式会社

副理事長 池田　裕之 池田金属株式会社 副理事長 中江　良一 紀州ファスナー工業株式会社

専務理事 中谷　格 東和工業株式会社 専務理事 池田　裕之 池田金属株式会社

理事 豊田　正喜 株式会社巴製作所 理事 中谷　格 東和工業株式会社

理事 木村　繁雄 株式会社冨士製作所 理事 木村　繁雄 株式会社冨士製作所

理事 北尾八三一 日産ネジ株式会社 理事 池田　栄治 大洋ナット工業株式会社

理事 藤原　廣二 フジテック株式会社 理事 北尾八三一 日産ネジ株式会社

理事 勝亦　良彰 三喜鋲螺株式会社 理事 藤原　廣二 フジテック株式会社

理事 後藤　晴雄 株式会社朝日押捻子製作所 理事 勝亦　良彰 三喜鋲螺株式会社

理事 久保　清一 金剛鋲螺株式会社 理事 後藤　晴雄 株式会社朝日押捻子製作所

理事 今井　敏雄 株式会社丸菱ナット製作所 理事 久保　清一 金剛鋲螺株式会社

理事 樫本　宏志 株式会社三和鋲螺製作所 理事 今井　敏雄 株式会社丸菱ナット製作所

理事 中江　良一 紀州ファスナー工業株式会社 理事 樫本　宏志 株式会社三和鋲螺製作所

理事 夏原　和哉 株式会社ナツハラ 理事 夏原　和哉 株式会社ナツハラ

理事 西　泰宏 西精工株式会社 理事 松本　典丈 松本ナット工業株式会社

理事 北井　啓之 ケーエム精工株式会社 理事 柳原　考至 ロックファスナー株式会社

監事 柳原　三郎 ロックファスナー株式会社 理事 豊田　裕司 株式会社巴製作所

監事 田中　良典 田中熱工株式会社 理事 川端　康弘 株式会社オー・ピー・ジ

相談役 北井　正次 ケーエム精工株式会社 監事 大場　康弘 株式会社コクブ

相談役 嶋田　亘 株式会社フセラシ 監事 田中　良典 田中熱工株式会社

相談役理事 田島　祥一 株式会社丸ヱム製作所

相談役 北井　正次 ケーエム精工株式会社

相談役 嶋田　亘 株式会社フセラシ

第三期　平成１８年～２０年 第四期　平成２０～２２年



歴代役員 
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役職 氏名 企業名 役職 氏名 企業名

理事長 箕村　理 株式会社ダイロック 理事長 箕村　理 株式会社ダイロック

副理事長 北井　啓之 ケーエム精工株式会社 副理事長 北井　啓之 ケーエム精工株式会社

副理事長 西　泰宏 西精工株式会社 副理事長 西　泰宏 西精工株式会社

副理事長 中江　良一 紀州ファスナー工業株式会社 副理事長 中江　良一 紀州ファスナー工業株式会社

専務理事 池田　裕之 池田金属株式会社 専務理事 池田　裕之 池田金属株式会社

理事 中谷　格 東和工業株式会社 理事 池田　栄治 大洋ナット工業株式会社

理事 池田　栄治 大洋ナット工業株式会社 理事 北尾八三一 日産ネジ株式会社

理事 北尾八三一 日産ネジ株式会社 理事 藤原　廣二 フジテック株式会社

理事 藤原　廣二 フジテック株式会社 理事 後藤　晴雄 株式会社朝日押捻子製作所

理事 後藤　晴雄 株式会社朝日押捻子製作所 理事 久保　清一 金剛鋲螺株式会社

理事 久保　清一 金剛鋲螺株式会社 理事 今井　敏雄 株式会社丸菱ナット製作所

理事 今井　敏雄 株式会社丸菱ナット製作所 理事 樫本　宏志 株式会社三和鋲螺製作所

理事 樫本　宏志 株式会社三和鋲螺製作所 理事 大場　康弘 株式会社コクブ

理事 大場　康弘 株式会社コクブ 理事 夏原　和哉 株式会社ナツハラ

理事 夏原　和哉 株式会社ナツハラ 理事 行俊　明紀 株式会社竹中製作所

理事 松本　典丈 松本ナット工業株式会社 理事 松本　典丈 松本ナット工業株式会社

理事 柳原　考至 ロックファスナー株式会社 理事 柳原　考至 ロックファスナー株式会社

理事 豊田　裕司 株式会社巴製作所 理事 豊田　裕司 株式会社巴製作所

理事 川端　康弘 株式会社オー・ピー・ジ 理事 川端　康弘 株式会社オー・ピー・ジ

理事 松田　洋明 株式会社ヨット印・ダイワ 理事 由良　宜彦 嘉亀鋼業株式会社

監事 由良　宜彦 嘉亀鋼業株式会社 理事 松田　洋明 株式会社ヨット印・ダイワ

監事 田中　良典 田中熱工株式会社 監事 西川　倫史 日本鋲螺株式会社

相談役 北井　正次 ケーエム精工株式会社 監事 田中　良典 田中熱工株式会社

相談役 嶋田　亘 株式会社フセラシ 相談役 北井　正次 ケーエム精工株式会社

相談役 田島　祥一 株式会社丸ヱム製作所 相談役 嶋田　亘 株式会社フセラシ

相談役 田島　祥一 株式会社丸ヱム製作所

第六期　平成２４～２６年第五期　平成２２～２４年
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（平成２４年８月付） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（第４章）組合員名簿                                   

 

~ 50 ~ 

 

TEL番号
FAX番号

〒 ５５５-００１２ ０６-６４７４-０５８1
０６-６４７４-５７７０

〒 ５７７-００４７ ０６-６７８２-１３８１
０６-６７８８-０９５１

〒 ５８１-００３９ ０７２９-４９-０１５８
０７２９-４９-５２６４

〒 ５５３-０００６ ０６-６４４１-６２０１
０６-６４４１-２８８３

〒 ５７７-０８０７ ０６-６７８１-２７６６
０６-６７８７-３５９２

〒 ５９８-００７１ ０７２４-６３-２５２５
０７２４-６４-１１０５

〒 ５３５-０００４ ０６-６９２１-０２９７
０６-６９２８-７２３７

〒 ５７８-０９２１ ０７２９-６４-１３２９
０７２９-６４-８４７５

〒 ５７７-０８０５ ０６-６７２４-４７４１
０６-６７２４-４７４４

〒 ５９８-００３４ ０７２-４７９-６７７７
０７２-４６６-２７００

〒 ５８１-００２６ ０７２-９２２-１６９６
０７２-９９９-０４２７

〒 ５５７-００６３ ０６-６６５９-１３４５
０６-６６５８-２１５３

〒 ５７２-０８１４ ０７２-８２１-３４７１
０７２-８２１-５１１６

〒 ５７７-０００６ ０６-６７４４-３６３９
０６-６７４５-６５４８

〒 ５５９-００３１ ０６-６６１２-２２０３
０６-６６１３-１３２５

〒 ５９８-００７１ ０７２４-６３-６１０１
０７２４-６３-６２２８

〒 ５３７-０００１ ０６-６９７１-１７７８
０６-６９７６-３８４４

〒 ７０１-０２２１ ０８６-２９６-２２３６
０８６-２９６-５９３１

〒 ５７７-００６１ ０６-６７８１-５９５０
０６-６７８１-５９８５

〒 ５８３-０８４１ ０７２-９５７-５５４４
０７２-９５７-５５４０

〒 ５７７-００６７ ０６-６７８２-２２５５
０６-６７８２-３２５７

〒 ５７８-０９４３ ０６-６７２３-８８００
０６-６７２３-６５４５

〒 ５８２-００２７ ０７２９-７７-７３０６
０７２９-７７-８６６７

〒 ５７８-０９０３ ０７２９-６１-８１４６
０７２９-６６-４７４０

〒 ６３７-００１４ ０７４７-２６-３５７０
０７４７-２６-３５７６

〒 ５７７-００６６ ０６-６７８３-３８８６
０６-６７８７-５２８０

〒 ５７７-０８２７ ０６-６７２１-１４１３
０６-６７３６-２５１９

〒 ５５９-００１１ ０６-６６８５-４８８１
０６-６６８５-５１５９

〒 ５７８-０９８２ ０７２-９６６-４４６６
０７２-９６６-６６７７

〒 ７７９-３６３３ ０８８３-５２-０１７７
０８８３-５２-０１７３

高越鋼業株式会社 吉田ハルヱ
徳島県美馬市脇町井口

近畿螺旋工業株式会社 山口　正一
大阪市住之江区北加賀屋４-７-２４

ケーエム精工株式会社 北井　敬人
東大阪市吉田本町１-１０-１６

株式会社共進螺子製作所 福田　健二
東大阪市高井田本通２-５-３５

協和螺旋鋼業株式会社 梅林　　寛
東大阪市衣摺６-１０-３１

株式会社北螺子製作所 北　　喜次
東大阪市今米２-５-２４

株式会社協栄製作所 松本正三郎
奈良県五條市住川町１３８７

紀州ファスナー工業株式会社 中江　良一
東大阪市若江南町５-３-５３

北村精工株式会社 北村　幸信
柏原市円明町１０００-１１

鹿児島金属株式会社 倉津　孝夫
羽曳野市駒ケ谷２-１９７

株式会社神山鉄工所 神山　裕義
東大阪市高井田西５-４-８

株式会社小野製作所 小野　　衛
岡山県岡山市藤田６０２

株式会社角谷製鋲工作所 角谷　恒一
東大阪市森河内西１-１-８

株式会社岡井鉄工所 岡井　謙一
泉佐野市鶴原３-２-４１

株式会社織田螺旋製作所 織田　隆弘
大阪市東成区深江３-５-２

株式会社大西精工 大西　國隆
東大阪市楠根１-６-３６

株式会社オー・ピー・ジ 川端　康弘
大阪市住之江区南港東３-２-８６

株式会社大阪磨ナット製作所 延安　一平
大阪市西成区南津守６-７-３４

大西鋲螺株式会社 大西　　進
寝屋川市堀溝１-７-１１

オーアイテック株式会社 岡井　康治
泉佐野市長滝５８１-１

株式会社大阪金属工業所 牧　　康司
八尾市曙町１-４０

株式会社ウマノ 中川　一正
東大阪市水走５-５-４７

株式会社江浦製作所 江浦　善照
東大阪市宝持４-１３-１７

和泉工業株式会社 赤坂　真人
泉佐野市鶴原１８７３

株式会社伊藤戸車製作所 伊藤　弦治
大阪市旭区生江１-９-６

池田金属株式会社 池田　裕之
東大阪市菱屋西６-９-１８

株式会社朝日押捻子製作所 後藤　晴雄
東大阪市西堤楠町２-２-３８

株式会社朝日螺子製作所 松宮　成行
八尾市太田新町３-１０４

会　社　名 代 表 者 名

アイエスケー株式会社 石川　和夫
大阪市西淀川区御弊島１-１６-１１

住    所

株式会社アルテス 増田　哲哉
大阪市福島区吉野１-２０-３０

【 正 会 員 】 



 

                                 （第４章）組合員名簿 

~ 51 ~ 

 

TEL番号
FAX番号

〒 ５７７-００６７ ０６-６７８１-３１５５
０６-６７８１-３１５7

〒 ５７７-００３７ ０６-６７８８-６４５６
０６-６７８８-６５３８

〒 ５７９-８０５２ ０７２９-２４-７２８２
０７２９-２４-９０４３

〒 ６３４-０８３６ ０７４４-２５-７８７８
０７４４-２５-４８４８

〒 ５８３-０８４１ ０７２-９５９-３３００
０７２-９５９-３３０１

〒 ５７７-００１６ ０６-６７４４-３２５５
０６-６７４４-２１８８

〒 ５８２-０００９ ０７２９-７２-０６９６
０７２９-７１-５４８８

〒 ５７７-０８３５ ０６-６７２７-１６４３
０６-６７２８-６４３６

〒 ５５０-００２５ ０６-６５８３-３５００
０６-６５８３-４６８０

〒 ６１３-００３４ ０７７４-４３-７０１０
０７７４-４１-７１２３

〒 ５５０-００２５ ０６-６５８１-３５３６
０６-６５８１-３５３８

〒 ５５７-００３２ ０７２-２３６-０３８１
０７２-２３６-０１００

〒 ５７８-０９８２ ０７２９-６３-０３８１
０７２９-６４-５５０２

〒 ５５１-００３１ ０６-６５５４-４１２３
０６-６５５４-４４１２

〒 ５７７-００２３ ０６-６７２５-１２２３
０６-６７２５-１２２８

〒 ５４４-００１２ ０６-６７５７-７５２１
０６-６７５７-７５２４

〒 ５７９-８００３ ０７２９-８８-３１３５
０７２９-８８-１７６８

〒 ５９６-００１１ ０７２４-３８-７７７９
０７２４-３８-７４９９

〒 ５８７-００４２ ０７２-３６１-３６０１
０７２-３６２-５２０４

〒 ５５０-００２２ ０６-６５８１-０２３１
０６-６５８１-０２３３

〒 ５８１-０８１５ ０７２９-９６-６０７５
０７２９-９６-７５８１

〒 ５７８-０９２１ ０７２９-６６-６１１６
０７２９-６６-６６０７

〒 ５７８-０９７８ ０７２９-６１-６２８１
０７２９-６１-６２８５

〒 ５５７-００５５ ０６-６６５８-３４１０
０６-６６５７-０８２３

〒 ５８１-００６６ ０７２９-９３-１２６１
０７２９-９１-５６００

〒 ６０１-８３４４ ０７５-６８１-１４１６
０７５-６８１-８５０８

〒 ６３６-０１０３ ０７４５-７４-０７７１
０７４５-７４-４７４５

〒 ５５０-００２５ ０６-６５８２-１５２４
０６-６５８２-３０７８

〒 ６６１-０９６５ ０６-６４９９-３７９７
０６-６４９９-４８７５

〒 ５５０-００２４ ０６-６５８３-０５０４
０６-６５８３-１８８６

株式会社ダイロック 箕村　　理
大阪市西区九条南２-５-２４

大和興発株式会社 小瀬 裕成
兵庫県尼崎市次屋３-３-３

太陽精工株式会社 山下　貴嗣
京都市南区吉祥院蒔絵町２１

大洋ナット工業株式会社 池田　栄治
奈良県生駒郡斑鳩町幸前２-６-１２

株式会社高野製作所 高野　継雄
大阪市西区境川２-２-４４

大東金属株式会社 井上　一郎
大阪市西成区千本南２-１６-４３

大平鋲螺株式会社 平石正一郎
八尾市北亀井町２-２-３

相互ネジ株式会社 杉田　　淳
東大阪市水走３-３-２８

大東鋼業株式会社 浅田　隆司
東大阪市東鴻池町２-２-６２

株式会社杉本製作所 杉本　堅次
大阪市西区本田４-３-２３

株式会社スザキ 須崎　敏充
八尾市宮町６-９-５２

有限会社新城製作所 新城　　忠
岸和田市木材町１７-６

末廣精工株式会社 西村　光洋
堺市美原区木材通４-１４-１４

株式会社白河捻子製作所 白河　　登
大阪市生野区巽西４-１-２１

株式会社新興螺子 鷺森　　満
東大阪市日下町３-７-１８

株式会社島村鉄工所 島村　和用
大阪市大正区泉尾７-１-３３

城東製鋲株式会社 隅田　彰三
東大阪市金物町２-１２

三和精工株式会社 木村　進次
大阪市西成区旭３-４-２４

株式会社三和鋲螺製作所 樫本　宏志
東大阪市吉田本町２-７-９

阪村産業株式会社 山上　賢司
京都府久世郡久御山町佐山新開地５-１

有限会社三協鉄工所 田中　栄史
大阪市西区九条南３-２１-１１

有限会社サカエ製鋲所 橋本惣次郎
東大阪市柏田西２-２-１０

株式会社酒向製作所 酒向　正博
大阪市西区九条南３-１４-８

金剛鋲螺株式会社 久保　清一
東大阪市長田西３-５-１

株式会社酒井製鋲所 酒井　三男
柏原市大正３-４-２０

株式会社コクブ 大場　康弘
奈良県橿原市新堂町２２２-１

株式会社粉室製作所 粉室　各伸
羽曳野市駒ケ谷５-３０

光洋製鋲株式会社 岡本　光弘
東大阪市高井田西５-１-４４

東大阪市御厨西ノ町１-４-１２

会　社　名 代 表 者 名

光洋テック株式会社 本小　英一

住    所

株式会社五枝精工 五枝　義次
東大阪市上四条町８-１１

【 正 会 員 】 



 

（第４章）組合員名簿                                   
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TEL番号
FAX番号

〒 ５４３-００４３ ０６-６７７０-１９８７
０６-６７７０-１９８８

〒 ５７８-０９８４ ０６-６７８９-１５５５
０６-６７８２-２０５３

〒 ５６４-００３５ ０６-６３８２-１６６１
０６-６３８１-５６１０

〒 ５５０-００２４ ０６-６５８２-３４４９
０６-６５８２-４６２８

〒 ５５０-００２５ ０６-６５８２-１７４６
０６-６５８２-２３２７

〒 ５５２-００２２ ０６-６５７２-２９５１
０６-６５７５-０７６９

〒 ５７３-１１３２ ０７２-８５７-３６３４
０７２-８５７-３０３１

〒 ５４４-００３２ ０６-６７４１-６１２５
０６-６７４１-６１２９

〒 ５８１-００３５ ０７２９-４８-２３７６
０７２９-４８-１７４３

〒 ５９２-８３５２ ０７２-２６８-０２３６
０７２-２６８-０２４０

〒 ５２２-０２１１ ０７４９-２２-７７３７
０７４９-２４-５２６３

〒 ６６０-００９２ ０６-６４１６-６２００
０６-６４１６-２０９６

〒 ５７７-００６６ ０６-６７８７-８７２１
０６-６７８７-８７２２

〒 ５７８-０９８４ ０７２９-６１-２７４８
０７２９-６５-０５８１

〒 ５５０-００２３ ０６-６５８１-９３９１
０６-６５８１-５４０３

〒 ５５２-０００７ ０６-６５７１-２１７１
０６-６５７２-８８５８

〒 ５５４-００２４ ０６-６４６５-０５５１
０６-６４６５-０５５６

〒 ７７０-０００５ ０８８６-３１-７１７７
０８８６-３２-７６２６

〒 ８８９-３１５１ ０９８７-２７-１３１１
０９８７-２７-２３４８

〒 ６３２-００６３ ０７４３-６６-３３３８
０７４３-６６-３３７８

〒 ５５０-００２１ ０６-６５８３-２６００
０６-６５８４-１７８９

〒 ５８０-００４６ ０７２３-３３-１４５１
０７２３-３７-１４４５

〒 ６２３-００５４ ０７７３-４２-８０２０
０７７３-４２-２５５０

〒 ５７８-０９２４ ０７２９-６２-０７６１
０７２９-６５-５５１４

〒 ５３８-００４１ ０６-６９６８-１８００
０６-６９６１-３６２１

〒 ５５０-００２２ ０６-６５８２-７３３４
０６-６５８２-７４７２

〒 ５５０-００２７ ０６-６５８１-１６３３
０６-６５８１-１６３４

〒 ５５０-００２５ ０６-６５８１-２９８１
０６-６５８１-２２３５

〒 ６７１-０２２４ ０７９２-５２-１３９１
０７９２-５３-７５５１

〒 ５７８-０９０３ ０７２９-６１-６５５５
０７２９-６３-２２６３

光　精工株式会社 辻田　　稔
東大阪市今米２-５-１１

株式会社橋本製作所 橋本　元伸
大阪市西区九条南４-２０-６

原　鉄工株式会社 原　　孝史
兵庫県姫路市別所町佐土９７５

株式会社野島製作所 野島　　淳
大阪市西区本田４-３-２０

株式会社白天製作所 木本　壽夫
大阪市西区九条２-３-１８

日本鋲螺株式会社 西川　倫史
東大阪市吉田４-４-３２

日本ファスナー工業株式会社 村上　浩隆
大阪市鶴見区今津北４-７-１８

日産ネジ株式会社 北尾八三一
松原市三宅中８-４-４１

日東精工株式会社 塩田　展康
京都府綾部市井倉町梅ヶ畑２０

株式会社日滉精螺製作所 田中　祥元
奈良県天理市西長柄町４９２-１

ニッコーボルト工業株式会社 川浦　孝司
大阪市西区川口３-７-１３

西　精工株式会社 西　　泰宏
徳島市南矢三町１-１１-４

株式会社ニチワ 橋本　佳隆
宮崎県日南市上方１７６５

浪速鉄工株式会社 堀川　忠彦
大阪市港区弁天３-６-１５

ナルト金属株式会社 来田　忠義
大阪市此花区島屋４-２-４６

中村螺子株式会社 中村　勇夫
東大阪市菱江４-６-５４

株式会社ナツハラ 夏原　和哉
大阪市西区千代崎２-２２-２２

株式会社巴製作所 豊田  裕司
兵庫県尼崎市鶴町７-１３

有限会社永井製作所 岩田　千春
東大阪市高井田本通２-４-２１

東和工業株式会社 中谷　　格
堺市西区築港浜寺西町７-２０

株式会社トコロ製作所 所　庄五郎
滋賀県彦根市法土町７６

株式会社東工舎金属製作所 東瀬　いく
大阪市生野区中川西３-７-２２

東洋ナット株式会社 江本　将三
八尾市西弓削２-２１７

帝国製鋲株式会社 鈴木　典和
大阪市港区海岸通３-２-２１

株式会社テクニス 西田　和子
枚方市招堤田近１-１０

筒井鉄工株式会社 筒井吉太郎
大阪市西区九条南２-１８-２

大阪市西区境川２-５-２０

株式会社タクシン 山崎　伸也
大阪市天王寺区勝山１-４-８

会　社　名 代 表 者 名

株式会社棚原ネジ製作所 棚原　憲吉
吹田市中の島町１-１９

玉船螺旋株式会社 野口　健二　

住    所

株式会社竹中製作所 行俊　明紀
東大阪市菱江６-４-３５

【 正 会 員 】 



 

                                 （第４章）組合員名簿 
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TEL番号
FAX番号

〒 ５７７-０８２７ ０６-６７２８-８５５８
０６-６７２８-８５２４

〒 ５５０-００２５ ０６-６５８１-５９４５
０６-６５８１-５９４９

〒 ５７９-８０６３ ０７２９-８２-３２８１
０７２９-８２-８７１５

〒 ５４４-０００４ ０６-６７５３-０５６１
０６-６７５３-１７７８

〒 ５４４-００３４ ０６-６７３１-２４０４
０６-６７３１-２４８２

〒 ５５０-００２５ ０６-６５８１-１８２２
０６-６５８１-１８７８

〒 ７７９-３１２３ ０８８６-４２-１０３９
０８８６-４２-７０４４

〒 ６４９-６２１３ ０７３６-６２-３６５７
０７３６-６３-１２２２

〒 ５７８-０９８４ ０７２９-６４-２２７０
０７２９-６４-０３７１

〒 ５７７-００４７ ０６-６７８８-７０２０
０６-６７８８-７０２１

〒 ５７７-００５３ ０６-６７８９-７１２１
０６-６７８１-１７３４

〒 ５５２-０００７ ０６-６５７４-５３２１
０６-６５７５-１８９２

〒 ５２１-１１１２ ０７４９-２５-４６１１
０７４９-２５-４６１３

〒 ５３８-００３７ ０６-６９１１-９６９６
０６-６９１１-９４２２

〒 ５３６-００１７ ０６-６９６８-４９８１
０６-６９６８-４９３２

〒 ５８０-０００６ ０７２-３３２-０７１０
０７２-３３２-０７１４

〒 ５４２-００８６ ０６-６２８１-０１８５
０６-６２８１-０１９８

〒 ５８４-００２２ ０７２１-２４-９６００
０７２１-２４-９６１８

〒 ５８１-０８５２ ０７２９-９９-１６４１
０７２９-９９-５１８１

〒 ５４６-００４１ ０６-６７１４-７８８１
０６-６７１４-０６８０

〒 ５８１-００６６ ０７２-９９４-８０１１
０７２-９９３-２５２１

〒 ５７７-００５４ ０６-６７８２-３１５１
０６-６７８３-３７８７

〒 ５８１-０８５１ ０７２９-９８-６３１４
０７２９-９９-９４３３

〒 ５８２-０００７ ０７２９-７１-１７０１
０７２９-７１-２５７３

〒 ５５２-０００２ ０６-６５８３-２３３１
０６-６５８１-３６３０

〒 ５７２-０８４５ ０７２-８２０-０８６０
０７２-８２０-０８６６

〒 ５５０-００２５ ０６-６５８１-６５３６
０６-６５８２-１６２６

〒 ５６４-００４３ ０６-６３１８-１８５５
０６-６３１８-１８５６

〒 ５９０-０００８ ０７２２-２９-０８８３
０７２２-２８-３８７６

〒 ５７９-８０６５ ０７２９-８２-１８６２
０７２９-８８-３２４１

株式会社矢野鉄工所 矢野　佳彦

株式会社山川鋲螺製作所 山川　佳秀
東大阪市新池島町３-１２-１６

吹田市南吹田１-９-１

株式会社山上製作所 山上　智宏
堺市堺区南庄町２-３-９

株式会社モリシタ 田井　　聡
寝屋川市楠根北町３-１

株式会社山慶製作所 山本　浩平
大阪市西区九条南３-２-１６

向井　克政
大阪市港区市岡元町１-５-３９

三星産業貿易株式会社 中村　重三
東大阪市高井田元町２-１５-１２

株式会社ミナミダ 南田　豊司
八尾市上尾町５-２０-１

三喜鋲螺株式会社 勝亦　良彰
大阪市東住吉区桑津１-７-１５

瑞穂工業株式会社 加藤　征士
八尾市北亀井町２-５-２

株式会社ミヤガワ 宮川資夫
柏原市上市１-６-２８

株式会社ムカイ

丸共ナット株式会社 濵中雷太郎
富田林市中野東２-４-１５

株式会社丸菱ナット製作所 今井　敏雄
八尾市西高安町１-１７

松本ナット工業株式会社 松本　典丈
松原市大堀１-８-１

株式会社丸ヱム製作所 松元　　収
大阪市中央区西心斎橋１-１０-２８

株式会社松平精工 松平　禎煥
大阪市鶴見区焼野３-２-１３３

マツダ株式会社 松田　英成
大阪市城東区新喜多東２-４-１９

増永産業株式会社 増永　　勉
大阪市港区弁天５-１１-２０

松金工業株式会社 松本　　隆
滋賀県彦根市金沢町１-１

フジテック株式会社 藤原　廣二
東大阪市西堤楠町３-５-４

株式会社フセラシ 嶋田　　守
東大阪市高井田１１-７４

藤川螺子工業株式会社 藤川　壽廣
和歌山県岩出市西国分１４８

株式会社富士製作所 木村　繁雄
東大阪市菱江６-４-２８

七宝産業株式会社 小西　健治
大阪市生野区巽北１-１３-１９

株式会社ヒラノファステック 平野敬太郎
徳島市国府町観音寺５８２-１

平田　政弘

平井鋲螺工業株式会社 平井　幹員

平田ネジ株式会社

大阪市生野区桃谷２-２６-２

大阪市西区九条南３-２８-１７

光ビョーラ工業株式会社 堀内　康司
大阪市西区九条南３-２２-４

日高鉄工株式会社 赤坂　　修
東大阪市横小路町４-３-３０

株式会社光　製作所 小西　義幸
東大阪市衣摺５-５-２３

住    所会　社　名 代 表 者 名

【 正 会 員 】 
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正会員１３０社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

TEL番号
FAX番号

〒 ５５９-００３１ ０６-６６１２-２３２１
０６-６６１２-３３８８

〒 ５９４-１１０３ ０７２５-５６-１１９９
０７２５-５６-０４０１

〒 ５８６-００３８ ０７２１-５４-５８００
０７２１-５４-５９７０

〒 ５５１-００３１ ０６-６５５１-１７８８
０６-６５５１-１９７２

〒 ５８１-０８１３ ０７２９-２２-７７８３
０７２９-２２-７７８４

〒 ５５０-００２５ ０６-６５８１-７７２３
０６-６５８２-２３１４

〒 ５４７-０００１ ０６-６７９１-７１２０
０６-６７９４-３５３１

〒 ５８１-００４２ ０７２９-９１-０４１４
０７２９-９１-０４１５

〒 ５８１-０８１４ ０７２９-９７-９９９０
０７２９-９７-０１１５

〒 ５３７-０００１ ０６-６９８１-６３７１
０６-６９８１-６３７３

山大鉄工株式会社 山崎　　博
大阪市住之江区南港東３-２-９３

ユウキ産商株式会社 青木　信介
大阪市大正区泉尾６-６-２

義川製鋲株式会社 義川　修一
八尾市泉町３-４０

株式会社大和螺子製作所 紀村征一郎
和泉市浦田４８２-１

株式会社ヤマヒロ 梅村　賢治
河内長野市上原西町４-１

会　社　名 代 表 者 名 住    所

渡辺螺旋工業株式会社 渡辺　忠弘
大阪市東成区深江北１-５-１５

株式会社吉川鉄工所 吉川　雅博
大阪市西区九条南４-２３-９

ロックファスナー株式会社 柳原　三郎
八尾市楠根町４-２２-３

株式会社ヨット印・ダイワ 松田　洋明
八尾市南木ノ本１-１

嘉亀鋼業株式会社 由良　豊一
大阪市平野区加美北３-６-３０

TEL番号
FAX番号

〒 ５８１-００３５ ０７２９-４８-０２４４
０７２９-４８-０２９８

〒 ５３０-０００２ ０６-４７９８-１１７０
０６-４７９８-１１７１

〒 ５７２-０１３１ ０７２-８５８-０１１５
０７２-８５９-２９４３

〒 ４８８-８６８８ ０５６１-５３-１２１２
０５６１-５３-２７２１

〒 ５４４-００１２ ０６-６７５１-１１３３
０６-６７５１-１１３５

〒 ５３７-０００１ ０６-６９７１-５３３４
０６-６９７１-５３３５

〒 ５７８-０９１４ ０７２９-６３-２０００
０７２９-６３-２８８１

〒 ５７８-０９７３ ０７２-９６４-２３７７
０７２-９６４-０９９７

〒 ５３０-００４４ ０６-６３５１-８８４８
０６-６３５１-８８５７

〒 ５５５-００４１ ０６-６４７１-０１１０
０６-６４７２-０５５４

〒 ５６５-０８０１ ０６-６８７７-２４２１
０６-６８７５-１６４１

〒 ５７９-８０１４ ０７２９-８２-２７２１
０７２９-８７-１０９４

〒 ５３７-０００３ ０６-６９８１-３９２１
０６-６９８１-４９３６

大阪精工株式会社 澤田　　斉
東大阪市中石切町５-７-５９

株式会社大阪ナット製作所 石田　佳史
大阪市東成区神路１-１２-９

株式会社オーアンドケー 奥　　隆雄
大阪市淀川区中島２-８-８１

株式会社オーエスアイツール 板谷　和夫
吹田市青葉丘北１-２

株式会社エコー 上田　　健
東大阪市東鴻池町２-３-２９

株式会社オ・エス・ワイ 尾原　信治 大阪市北区東天満１-６-１２

株式会社今井信二鉄工所 今井　淳二
大阪市東成区深江北３丁目７-３０

株式会社上田鋼機 上田　大輔
東大阪市箕輪３-５-７

旭サナック株式会社 甘利　昌彦
愛知県尾張旭市旭前新田洞５０５０

因幡鍍金工業株式会社 寺西　義輝
大阪市生野区巽西４-９-７

株式会社アイル 岩本　哲夫
大阪市北区曽根崎新地２-１-２３

アカマツフォーシス株式会社 赤松　憲一
枚方市春日野２-２-１７

会　社　名 代 表 者 名 住    所

有限会社アールケイ興産 森嶋　　勲
八尾市西弓削２-６

【 正 会 員 】 

【 賛 助 会 員 】 
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TEL番号
FAX番号

〒 ５７７-０８１８ ０６-６７２１-４７９３
０６-６７２４-６５８８

〒 ５７７-００１６ ０６-６７４６-７９４４
０６-６７４６-８０６８

〒 ５８１-００５１ ０６-６７０９-６１５６
０６-６７０７-１７４３

〒 ６５０-００２４ ０７８-３９１-１７０１
０７８-３９１-２３３３

〒 ５７８-０９０３ ０７２-９８８-６７５１
０７２-９８８-６７５３

〒 ５４７-０００１ ０６-６７５７-４８３１
０６-６７５４-１３０４

〒 ５３７-０００２ ０６-６９７６-５３３１
０６-６９７４-４９０３

〒 ５５７-００６２ ０６-６６５９‐１１５１
０６-６６５９-１１５３

〒 ６１３-００３５ ０７７４-４３-７００７
０７７４-４４-５１９０

〒 ５８１-０８１３ ０７２９-２４-３５５５
０７２９-２４-３５５６

〒 ５７７-００６７ ０６-６７８２-５９２１
０６-６７８１-４１６４

〒 ５５０-００１２ ０６-６５３９-３５３４
０６-６５３９-３５４６

〒 ５６７-００５７ ０７２-６４０-３４１３
０７２-６４０-３４１１

〒 ４８６-０８３９ ０５６８-８１-８４１１
０５６８-８３-５８４４

〒 ５９５-００７５ ０７２５-２１-６６６１
０７２５-２１-３２６２

〒 ５３７-０００２ ０６-６９７３-５５５５
０６-６７８２-８８８４

〒 ５７８-０９３５ ０６-６７２４-９５０１
０６-６７２４-９１０１

〒 ５８２-００２７ ０７２-９７７-０１１２
０７２-９７７-０１２２

〒 ５７７-００１５ ０６-６７８９-０４５６
０６-６７８９-０５５３

〒 ５７７-００６６ ０６-６７８１-００２２
０６-６７８２-７５２１

〒 ５６６-００５２ ０７２-６５４-４９２０
０７２-６５０-２０１８

〒 ４５０-０００３ ０５２-５６４-７３００
０５２-５６４-７３１０

〒 ５９０-０８３１ ０７２-２４１-８４０１
０７２-２４１-７１１８

〒 ５９５-００７５ ０７２５-２１-２１８１
０７２５-２１-８８９１

〒 ５７７-００３３ ０６-６７８７-２３１７
０６-６７８７-２３２７

〒 ５８０-００３２ ０７２-３３１-１２１２
０７２-３３１-２１２２

〒 ５７０-００４３ ０６-６９９３-０１０１
０６-６９９１-００１０

〒 ５７８-０９２１ ０７２-９６６-１７６１
０７２-９６６-１７６６

〒 ５４２-００８２ ０６-６２５１-１８３３
０６-６２５１-１８３２

〒 ５１８-０１３１ ０５９５-２６-７８１８
０５９５-２６-７８３６

会　社　名 代 表 者 名 住    所

株式会社共立ヒートテクノ 山川　耕司
八尾市竹渕西４-２８

ケイライントラベル株式会社 森部　真一
兵庫県神戸市中央区海岸通８番

株式会社関西電工 大住ヒサ子
東大阪市小若江３-３-１

北角紙器株式会社 北角　尚弘
東大阪市長田西３-４-１２

サカイ工機株式会社 小林　洋介
大阪市東成区深江南１-１６-１７

酒井精工株式会社 八馬　厚雄
大阪市西成区津守３‐２‐１０

株式会社小畠鉄工所 小畠　浩次
東大阪市中石切町７-４-５１

有限会社サーフェイス太平 一居　洋子
大阪市平野区加美北２-３-１２

株式会社佐々木鍍金 佐々木俊和
東大阪市高井田西４-１-１９

サンコーインダストリー株式会社 奥山　淑英
大阪市西区立売堀１-９-２８

株式会社阪村機械製作所 中野　孝之
京都府久世郡久御山町下津富ノ城４６

サカモト工業株式会社 坂元　正樹
八尾市泉町１-３８-２

株式会社サンロック　オーヨド 井隼　敏明
泉大津市臨海町２-１２

株式会社ジー・ティー・オノエ 尾上　廣司
大阪市東成区深江南２-１２-２６

株式会社サンテックパーツ 林　　克美
茨木市豊川４-３４-１３

株式会社三明製作所 谷口　光雄
愛知県春日井市六軒屋町西３-９-１

株式会社信光ステンレス 西居慎一郎
東大阪市長田３-５-１５

末廣鋼業株式会社 西村　光洋
東大阪市高井田本通４-３-３

株式会社下西製作所 下西　　巌
東大阪市若江東町６-８-２５

株式会社松徳工業所 横尾　準次
柏原市円明町１０００-３０

住金精鋼株式会社 木村　和成
堺市堺区出島西町１

大一機工株式会社 多田　　茂
泉大津市臨海町１-１

スギムラ化学工業株式会社 守田　貴吉
摂津市鳥飼本町３-３-２２

鈴木住電ステンレス株式会社 松本　昭二
愛知県名古屋市中村区名駅南２-１３-１８

田中熱工株式会社 田中　良典
守口市南寺方東通４-２４-８

谷垣金属株式会社 谷垣　敏彦
東大阪市水走３-７-１２

太陽電鍍工業株式会社 福田　壯吉
東大阪市御厨東２-１４-１６

タケダツール株式会社 竹田　朋子
松原市天美東４-２４７-２

株式会社ティ-・アイ・ジー大阪 浅井　　勲
大阪市中央区南船場４-６-１０

株式会社ティーコム 池田　夏来
三重県上野市ゆめが丘７-５

【 賛 助 会 員 】 
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TEL番号
FAX番号

〒 １４４-００３３ ０３-３７４３-５３２１
０３-３７４４-５２５３

〒 ２１３-００３２ ０４４-８１１-７０２１
０４４-８１１-７０２６

〒 ５７９-８００４ ０７２９-８５-００８５
０７２９-８７-５２６３

〒 ５８７-００１１ ０７２-３６２-１６６１
０７２-３６２-６３７５

〒 ５８１-０８５１ ０７２９-２３-４９８２
０７２９-９８-９１８８

〒 ７４３-００２１ ０８３３-７１-００９２
０８３３-７２-０２２９

〒 ８３４-０１９６ ０９４３-３２-４３３１
０９４３-３２-５１３４

〒 ５９１-８００４ ０７２-２５５-６１８８
０７２-２５５-６２０５

〒 ５７９-８０３７ ０７２９-８７-２７５５
０７２９-８７-２７５６

〒 ５８３-０８７４ ０７２９-３６-１７１１
０７２９-３６-１７２２

〒 ５５２-００１１ ０６-６５８１-５１０１
０６-６５８１-５１０４

〒 ６３１-０８０３ ０７４２-３３-４３９８
０７４２-３４-３５２８

〒 ５８４-００４８ ０７２１-３３-３０８５
０７２１-３５-７５１１

〒 ５７９-８０２５ ０７２９-８１-８７３５
０７２９-８１-８７３７

〒 ５７７-００６６ ０６-６７８３-３００１
０６-６７８３-１４１７

〒 ５７７-００６７ ０７２９-６１-１３３１
０７２９-６５-０２０３

〒 ５４３-００４２ ０６-６７７２-２０２１
０６-６７７０-２２５３

〒 ５３７-０００１ ０６-６９７１-３６８６
０６-６９７４-３６５０

〒 ５８１-００３５ ０７２-９４８-１６９９
０７２-９４８-５９２６

〒 ５９１-８０１１ ０７２-２５５-４０４１
０７２-２５５-４０４５

〒 ５４７-０００４ ０６-６７９１-９２３３
０６-６７９１-９５３３

〒 ５８７-００１２ ０７２-３６３-３１６２
０７２-３６１-０４５０

〒 ５９６-０００１ ０７２-４３９-７９５８
０７２-４３６-２３２２

〒 ５９０-０９８３ ０７２-２２７-６４６７
０７２-２２７-６３９９

〒 ５７９-８０３７ ０７２-９８４-６２４６
０７２-９８１-８０１６

〒 ５８１-００３９ ０７２９-４８-０７９２
０７２９-４８-１７５０

〒 ５５９-００３１ ０６-４７０３-０７７７
０６-４７０３-０７００

深江鋼業株式会社 藤田　耕司
大阪市東成区深江北３-３-３６

株式会社平和化研 浦崎　憲清
八尾市西弓削２-７

株式会社三宏ダイテクノ 岡田　政宏
堺市美原区多治井５６４-１

村上鉄工株式会社 村上　正徳
岸和田市磯上町６-８-１

株式会社マエカワ 前川　信雄
堺市北区南花田町４３３-５

マコト産業株式会社 池田　栄治
大阪市平野区加美鞍作３-２-４４

和光金属工業株式会社 山本　　茂
大阪市住之江区南港東３-４-４６

株式会社ヤリステ 久保　慎二
堺市堺区山本町２-６６-１

株式会社ユタカ 安田　憲司
東大阪市新町２４-１２

株式会社ローラーテクニカ 小林　永典
八尾市太田新町７-１１１

日之出金属熱錬株式会社 谷口えり子
東大阪市古箕輪１-１４-７

枚岡合金工具株式会社 古芝　保治
大阪市天王寺区烏ヶ辻２-１-２

東田機工株式会社 東田　勇人
東大阪市高井田本通２-３-３

ハイテン工業株式会社 田中　伸和
富田林市西板持町７-５-３８

有限会社浜岡鍍金工業所 浜岡　康夫
東大阪市宝町１１-３１

有限会社野間田鍍金工場 島　　信司
大阪市港区南市岡１-１-２９

株式会社野村工具製作所 野村　修一
奈良市山陵町１１３番地

二藤レール株式会社 阪本　　薫
東大阪市新町１２-２７

日本テクノシェーン株式会社 三木　年正
羽曳野市郡戸３３-５

株式会社中島田鉄工所 中島田正宏
福岡県八女郡広川町日吉１１６４-４

ナカツジ精鍛株式会社 中辻　康内
堺市北区蔵前町１２３４

内藤鍍金工業所 内藤　至彦
八尾市上尾町６-１２-３

永岡鋼業株式会社 永岡　栄之
山口県光市浅江５-２３-２１

東伸商事株式会社 尾垣　　衛
東大阪市布市町１-３-２７

東洋炉工業株式会社 酒井　知行
堺市美原区丹上２７０

東京タッピングマシン製作所㈱ 島津　孝治
東京都大田区糀谷１-２０-１６

株式会社東京メタル 竹田　弘二
神奈川県川崎市高津区久地１６６

会　社　名 代 表 者 名 住    所

【 賛 助 会 員 】 

賛助会員 ７０社 
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皆様方の温かいご支援により平成２４年１０月をもちまして関西ねじ協同組合は創立１０

周年を迎えることと相成りました。 

平成２５年１月には創立１０周年記念講演と記念式典を大勢の皆様にご参加いただき無事

終える事ができましたこと深く感謝しております。 

この度、創立１０周年を記念して「１０年のあゆみ」と題した小冊子を発刊致します。 

制作にあたっては当組合事務局のスタッフ２名が得意のパソコンを駆使し、過去１０年の

情報や資料を整理し、ねじの生産統計など付記して年度ごとに分り易く纏めて頂きました。 

また各委員会の活動方針や事業内容を写真と共に整理し、１０年の記録を一目瞭然となる

よう纏めてみました。 （多くの写真は組合機関紙「結」からのものです。） 

 

ここで少し寄り道をいたします・・・♪表紙を飾る花についてのウンチクを((^^ゞ♪ 

花がらせん階段のように並び咲く螺旋花（ねじばな）は蘭科の一種です。 

蘭は一般的に環境の変化に弱く、人里離れた山間でひっそりと咲くと植物とされています。 

ただその中でも表紙を飾る螺旋花（ねじばな）は大変珍しい一種で、自然から離れた都会

で生育し、学校や公園などの芝生を好みますが、定期的な芝刈りや草刈りで、雑草と間違わ

れてその度に排除されてしまいます。 それから再び這い出し成長していきます。 

！！何故かねじの様に逞しい(^_^)v！！ 

また螺旋花（ねじばな）は根元側から順に咲いていくので、上にいくほど花弁は新しく、

蜂は螺旋階段を上りつつ蜜のありかを探しあて、この花の優しさを感じる事と思われます。 

花がらせん状に咲く植物は他にもありますが、普通は花と花との間隔が広いために分り難

く、ですがこの螺旋花（ねじばな）は適度に間隔を詰め、その名の通り『ねじ』の様に見え

るのです。 

螺旋花（ねじばな）は個々の花弁は小さいのですが、螺旋状に寄り添い連なる事で一つの

大きな花に見せ、花粉を運ぶ蜂や昆虫達に遠くからでも目立つようにアピールしているのか

もしれません。 

 

寄り道が長くなりましたが、これからも螺旋花（ねじばな）の例えのように、皆様方と一

致協力して、逞しく、優しく、そして環境の変化に対応できるよう、ねじ業界が発展してい

く事をひとえに期待致します。 そしてこの記念誌がその一助となれば幸いです。 

 

最後に、この記念誌作成にご協力頂きました全ての皆様方に心より御礼申し上げます。 

有難うございました。 


